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メ
ー
デ
ー
、八
十
八
夜
、富
山
高
岡
御
車
山
祭

奈
良
東
大
寺
聖
武
天
皇
祭
、山
口
下
関
海
峡
祭(

〜
４
日)

憲
法
記
念
日
、福
岡
博
多
ど
ん
た
く(

〜
４
日)

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日
、立
夏
、神
奈
川
国
府
祭

世
界
赤
十
字
デ
ー

茨
城
笠
間
稲
荷
御
田
植
祭
、東
京
下
谷
神
社
祭(

〜
13
日)

、東
京
神
田
祭(

〜
14
日)

母
の
日
、岐
阜
長
良
川
鵜
飼
開
き

島
根
出
雲
大
社
大
祭
礼(

〜
16
日)

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日(

〜
18
日)

奈
良
興
福
寺
薪
御
能(

17
日
〜)

、小
満
、静
岡
伊
豆
下
田
黒
船
祭(

〜
18
日)

奈
良
唐
招
提
寺
う
ち
わ
ま
き
、福
井
三
国
祭
・
山
形
酒
田
ま
つ
り(

〜
21
日)

東
京
浅
草
三
社
祭(

16
日
〜)

本
願
寺
宗
祖
降
誕
会(

〜
21
日)

東
京
五
條
天
神
社
例
大
祭
、東
京
湯
島
天
満
宮
例
大
祭(

〜
28
日
）

福
岡
筥
崎
宮
さ
つ
き
大
祭(

〜
28
日)

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
大
国
で
あ

る
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
は
、い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人

は
い
な
い
と
、
ど
の
福
祉
関
係
の

本
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
他
の

国
で
は
ど
う
な
の
か
と
思
い
、
学

会
の
招
請
講
演
で
来
日
し
た
イ
ギ

リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
医
師
を
つ
か
ま
え
て
聞
く

と
、「
自
分
の
国
で
も
寝
た
き
り

老
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。一
方
、
我
が
国
の

い
わ
ゆ
る
老
人
病
院
に
は
、一
言

も
話
せ
な
い
、
胃
ろ
う
（
口
を
介

さ
ず
、
胃
に
栄
養
剤
を
直
接
入
れ

る
た
め
、
腹
部
に
空
け
た
穴
）
が

作
ら
れ
た
寝
た
き
り
の
老
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

不
思
議
で
し
た
。
日
本
の
医
療

水
準
は
決
し
て
低
く
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
優
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
良
い
く
ら
い
で
す
。で
は
な
ぜ
、

外
国
に
は
寝
た
き
り
老
人
は
い
な

い
の
か
？
答
え
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
今
か
ら
５

年
前
に
な
り
ま
す
が
、
認
知
症
を

専
門
に
し
て
い
る
家
内
に
引
き
連

れ
ら
れ
て
、
認
知
症
専
門
医
の
ア

ニ
カ
・
タ
ク
マ
ン
先
生
に
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
近
郊
の
病
院
や
老
人
介
護

施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
予
想
通
り
、
寝
た
き
り
老

人
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

胃
ろ
う
の
患
者
も
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
は
、高
齢
あ
る
い
は
、

が
ん
な
ど
で
終
末
期
を
迎
え
た

ら
、口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

の
は
当
た
り
前
で
、
胃
ろ
う
や
点

滴
な
ど
の
人
工
栄
養
で
延
命
を
図

る
こ
と
は
非
倫
理
的
で
あ
る
と
、

国
民
み
ん
な
が
認
識
し
て
い
る
か

ら
で
し
た
。
逆
に
、
そ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
は
老
人
虐
待
と
い
う
考

え
方
さ
え
あ
る
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
日
本
の
よ
う
に
、
高
齢
で
口

か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
胃
ろ
う
は
作
り
ま
せ
ん

し
、
点
滴
も
し
ま
せ
ん
。
肺
炎
を

起
こ
し
て
も
抗
生
剤
の
注
射
も
し

ま
せ
ん
。
内
服
投
与
の
み
で
す
。

し
た
が
っ
て
両
手
を
拘
束
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、
多

く
の
患
者
さ
ん
は
、
寝
た
き
り
に

な
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
が
い
な
い
の
は
当

然
で
し
た
。

　
さ
て
、
欧
米
が
良
い
の
か
、
日

本
が
良
い
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
全
く
も
の
も
言
え

ず
、
関
節
も
固
ま
っ
て
寝
返
り
す

ら
打
て
な
い
、
そ
し
て
、
胃
ろ
う

を
外
さ
な
い
よ
う
に
両
手
を
拘
束

さ
れ
て
い
る
高
齢
の
認
知
症
患
者

を
目
の
前
に
す
る
と
、
人
間
の
尊

厳
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
家
内
と
私
は
「
将
来
、
原
因

が
な
ん
で
あ
れ
、終
末
期
に
な
り
、

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

き
、
胃
ろ
う
を
含
む
人
工
栄
養
な

ど
の
延
命
処
置
は
一
切
希
望
し
な

い
」
を
書
面
に
し
か
つ
、
子
供
達

に
も
そ
の
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
ま
す
。（
宮
本
顕
二
）

５月（皐月・May）

１日（1851年）

ロンドンで世界初の
万国博覧会が開幕。
ヴィクトリア女王が開
会宣言をする。40カ
国が参加。

第１回万国
博覧会が開幕

2日（1952年）

イギリスで世界初の
ジェット旅客機「コメッ
ト」が就航。初年度だ
けで3万人が搭乗する
人気を博す。

ジェット旅客機
「コメット」就航

3日（1947年）

国民主権、基本的人
権の尊重、象徴天皇
制、戦争の放棄と戦
力の不保持などが定
められている。

「日本国憲法」
施行

4日（1936年）

阪神タイガースの藤
井勇が、日本プロ野
球の公式戦で初めて
の本塁打を記録す
る。

プロ野球初の
本塁打

7日（1888年）

植物学者の伊藤圭
介、数学者の菊池大
麓、物理学者の山川
健次郎ら25人に授与
される。

日本発の
博士号が授与

8日（1987年）

俵万智の第１歌集で、 
280万部のベストセ
ラーとなり、新しい
現代短歌の先駆けと
なる。

「サラダ記念日」
が出版

9日（1929年）

新宿の「武蔵野館」で
日本初のトーキー映
画が公開。アメリカの
短編映画が上映され
る。

日本発のトーキー
映画が公開

10日（1988年）

本州と四国を結ぶ橋
「瀬戸大橋」が開通。
道路と鉄道の併用橋
としては世界最大。

瀬戸大橋が
開通

13日（1972年）

大阪の千日デパート
で起きた火災で、死者
は118名。日本のビル
火災史上最悪の大惨
事。

千日デパート
火災発生

14日（2007年）

日本国憲法改正の手
続きを定める「国民投
票法」が成立。2010年
5月18日に施行され
た。

「国民投票法」
が成立

15日（1972年）

沖縄の施政権がアメ
リカから日本に返還
される。これにより人
口９５万人の「沖縄
県」が発足。

沖縄が日本に
返還

16日（1689年）

松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅へ旅立った。
それにちなんで「旅の
日」と制定されてい
る。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅へ

19日（1952年）

ボクシングの白井義
男がダト・マリノに判
定勝ち。日本初の世
界フライ級チャンピオ
ンに。

白井義男が世界
チャンピオンに

20日（1941年）

東京湾が大型船が入
港可能な外国貿易港
として開港。都はこの
日を「東京湾開港記
念日」に。

東京湾が
開港

21日（1934年）

東京・渋谷駅前に忠
犬ハチ公像が建立さ
れた。モデルとなった
ハチ公も除幕式に列
席した。

渋谷駅前に
忠犬ハチ公像建立

22日（1884年）

フランス･パリで「自由
の女神像」が完成。翌
年、像は214個に分解
され米国・ニューヨー
クへ。

「自由の女神」
が完成

25日（1889年）

山陽鉄道の京都～三
田尻（現：防府）間の急
行列車に日本初の食
堂車が登場。メニュー
は洋食のみ。

日本発の
食堂車が登場

26日（2011年）

ユネスコの歴史的記
録遺産をデジタル技
術で保存する「世界
の記憶」に山本作兵
衛の作品が登録。

「世界の記憶」に
日本で初登録

5日（2012年）

北海道の泊原子力発
電所の3号機が発電
を停止。日本国内の原
子力発電所の稼働基
数がゼロに。

原発の稼働
基数がゼロに

6日（2005年）

日本のプロ野球で初
のセ・パ交流戦が開
幕。初の優勝チーム
は千葉ロッテマリーン
ズ。

セ・パ交流戦
開幕

11日（1970年）

登山家の植村直己が
松浦輝夫と共にエベ
レスト登頂に成功。日
本人初の登頂者とな
る。

エベレストに
日本人初登頂

12日（1964年）

東京12チャンネル（現
テレビ東京）が開局。
当初は民放ながら広
告を流さない放送局
であった。

テレビ東京が
開局

17日（1985年）

女性差別撤廃条約批
准に向けて制定され
た「男女雇用機会均
等法」が可決成立す
る。

「男女雇用機会
均等法」が成立

18日（1964年）

東京・新宿駅東口に
新宿民衆駅ビル「新
宿駅ビル」が完成。コ
インロッカーが初登
場。

コインロッカー
初登場

23日（1980年）

第23回カンヌ国際映
画祭で、黒沢明監督
の「影武者」がグラン
プリを受賞。主演は中
代達矢。

「影武者」が
グランプリ受賞

24日（1903年）

「神戸ゴルフ倶楽部」
がオープン。イギリス
人貿易商A.H.グルー
ムによって六甲山に
造られる。

日本発のゴルフ
場がオープン

29日（1928年）

鉄道省が民間と共同
開発した日本初の国
産電気自動車の試運
転が横浜で行われ
る。

日本発の
電気機関車誕生

30日（1966年）

「週間少年マガジン」
で「巨人の星」の連載
が始まる。TVアニメ
化もされスポ根ブー
ムに。

「巨人の星」
が連載開始

31日（1891年）

ロシアのモスクワか
らシベリア地帯を横
断してウラジオストッ
クに至る世界最長の
鉄道。

シベリア鉄道
の起工式

27日（1937年）

アメリカ西海岸のサ
ンフランシスコの金
門橋（ゴールデンゲー
ト・ブリッジ）が完成
する。

サンフランシスコ
の金門橋完成

28日（1967年）

イギリスの海洋冒険
家チェスターがヨット
で世界一周し、イギリ
スのプリマス湾に戻
る。

ヨットで
世界一周に成功
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な
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
が
い
な
い
の
は
当

然
で
し
た
。

　
さ
て
、
欧
米
が
良
い
の
か
、
日

本
が
良
い
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
全
く
も
の
も
言
え

ず
、
関
節
も
固
ま
っ
て
寝
返
り
す

ら
打
て
な
い
、
そ
し
て
、
胃
ろ
う

を
外
さ
な
い
よ
う
に
両
手
を
拘
束

さ
れ
て
い
る
高
齢
の
認
知
症
患
者

を
目
の
前
に
す
る
と
、
人
間
の
尊

厳
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
家
内
と
私
は
「
将
来
、
原
因

が
な
ん
で
あ
れ
、終
末
期
に
な
り
、

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

き
、
胃
ろ
う
を
含
む
人
工
栄
養
な

ど
の
延
命
処
置
は
一
切
希
望
し
な

い
」
を
書
面
に
し
か
つ
、
子
供
達

に
も
そ
の
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
ま
す
。（
宮
本
顕
二
）

５月（皐月・May）

１日（1851年）

ロンドンで世界初の
万国博覧会が開幕。
ヴィクトリア女王が開
会宣言をする。40カ
国が参加。

第１回万国
博覧会が開幕

2日（1952年）

イギリスで世界初の
ジェット旅客機「コメッ
ト」が就航。初年度だ
けで3万人が搭乗する
人気を博す。

ジェット旅客機
「コメット」就航

3日（1947年）

国民主権、基本的人
権の尊重、象徴天皇
制、戦争の放棄と戦
力の不保持などが定
められている。

「日本国憲法」
施行

4日（1936年）

阪神タイガースの藤
井勇が、日本プロ野
球の公式戦で初めて
の本塁打を記録す
る。

プロ野球初の
本塁打

7日（1888年）

植物学者の伊藤圭
介、数学者の菊池大
麓、物理学者の山川
健次郎ら25人に授与
される。

日本発の
博士号が授与

8日（1987年）

俵万智の第１歌集で、 
280万部のベストセ
ラーとなり、新しい
現代短歌の先駆けと
なる。

「サラダ記念日」
が出版

9日（1929年）

新宿の「武蔵野館」で
日本初のトーキー映
画が公開。アメリカの
短編映画が上映され
る。

日本発のトーキー
映画が公開

10日（1988年）

本州と四国を結ぶ橋
「瀬戸大橋」が開通。
道路と鉄道の併用橋
としては世界最大。

瀬戸大橋が
開通

13日（1972年）

大阪の千日デパート
で起きた火災で、死者
は118名。日本のビル
火災史上最悪の大惨
事。

千日デパート
火災発生

14日（2007年）

日本国憲法改正の手
続きを定める「国民投
票法」が成立。2010年
5月18日に施行され
た。

「国民投票法」
が成立

15日（1972年）

沖縄の施政権がアメ
リカから日本に返還
される。これにより人
口９５万人の「沖縄
県」が発足。

沖縄が日本に
返還

16日（1689年）

松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅へ旅立った。
それにちなんで「旅の
日」と制定されてい
る。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅へ

19日（1952年）

ボクシングの白井義
男がダト・マリノに判
定勝ち。日本初の世
界フライ級チャンピオ
ンに。

白井義男が世界
チャンピオンに

20日（1941年）

東京湾が大型船が入
港可能な外国貿易港
として開港。都はこの
日を「東京湾開港記
念日」に。

東京湾が
開港

21日（1934年）

東京・渋谷駅前に忠
犬ハチ公像が建立さ
れた。モデルとなった
ハチ公も除幕式に列
席した。

渋谷駅前に
忠犬ハチ公像建立

22日（1884年）

フランス･パリで「自由
の女神像」が完成。翌
年、像は214個に分解
され米国・ニューヨー
クへ。

「自由の女神」
が完成

25日（1889年）

山陽鉄道の京都～三
田尻（現：防府）間の急
行列車に日本初の食
堂車が登場。メニュー
は洋食のみ。

日本発の
食堂車が登場

26日（2011年）

ユネスコの歴史的記
録遺産をデジタル技
術で保存する「世界
の記憶」に山本作兵
衛の作品が登録。

「世界の記憶」に
日本で初登録

5日（2012年）

北海道の泊原子力発
電所の3号機が発電
を停止。日本国内の原
子力発電所の稼働基
数がゼロに。

原発の稼働
基数がゼロに

6日（2005年）

日本のプロ野球で初
のセ・パ交流戦が開
幕。初の優勝チーム
は千葉ロッテマリーン
ズ。

セ・パ交流戦
開幕

11日（1970年）

登山家の植村直己が
松浦輝夫と共にエベ
レスト登頂に成功。日
本人初の登頂者とな
る。

エベレストに
日本人初登頂

12日（1964年）

東京12チャンネル（現
テレビ東京）が開局。
当初は民放ながら広
告を流さない放送局
であった。

テレビ東京が
開局

17日（1985年）

女性差別撤廃条約批
准に向けて制定され
た「男女雇用機会均
等法」が可決成立す
る。

「男女雇用機会
均等法」が成立

18日（1964年）

東京・新宿駅東口に
新宿民衆駅ビル「新
宿駅ビル」が完成。コ
インロッカーが初登
場。

コインロッカー
初登場

23日（1980年）

第23回カンヌ国際映
画祭で、黒沢明監督
の「影武者」がグラン
プリを受賞。主演は中
代達矢。

「影武者」が
グランプリ受賞

24日（1903年）

「神戸ゴルフ倶楽部」
がオープン。イギリス
人貿易商A.H.グルー
ムによって六甲山に
造られる。

日本発のゴルフ
場がオープン

29日（1928年）

鉄道省が民間と共同
開発した日本初の国
産電気自動車の試運
転が横浜で行われ
る。

日本発の
電気機関車誕生

30日（1966年）

「週間少年マガジン」
で「巨人の星」の連載
が始まる。TVアニメ
化もされスポ根ブー
ムに。

「巨人の星」
が連載開始

31日（1891年）

ロシアのモスクワか
らシベリア地帯を横
断してウラジオストッ
クに至る世界最長の
鉄道。

シベリア鉄道
の起工式

27日（1937年）

アメリカ西海岸のサ
ンフランシスコの金
門橋（ゴールデンゲー
ト・ブリッジ）が完成
する。

サンフランシスコ
の金門橋完成

28日（1967年）

イギリスの海洋冒険
家チェスターがヨット
で世界一周し、イギリ
スのプリマス湾に戻
る。

ヨットで
世界一周に成功

(８)  



島
根
の
空
港
利
用
促
進
に
「
火

葬
」
都
会
の
火
葬
場
不
足
費
用

高
騰
に
着
目

益
田
商
議
所
地
域
開
発
委
員
会

（
島
根
県
）
が
、
萩
・
石
見
空
港
羽
田

便
の
利
用
促
進
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
優
秀
賞
に
、
火
葬
場
が
不
足
す

る
都
市
部
の
困
り
事
を
解
決
す
る

「
地
方
火
葬
」の
プ
ラ
ン
を
選
ん
だ
。

　
地
元
、
高
津
川
葬
祭
社
の
有
田

学
取
締
役
が
提
案
。
東
京
２
３
区
は

火
葬
場
不
足
に
よ
っ
て
２
〜
３
週
間

の
待
ち
が
発
生
し
、
遺
体
の
防
腐
処

理
費
用
な
ど
で
料
金
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
羽
田
便
で
遺
体
を
空
輸
し
、
萩
・

石
見
空
港
周
辺
の
火
葬
場
を
利
用

す
れ
ば
待
ち
は
な
く
、
全
体
費
用
も

抑
え
ら
れ
る
利
点
を
強
調
。
火
葬
に

立
ち
会
う
遺
族
の
搭
乗
を
見
込
み
、

宿
泊
や
観
光
と
セ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
を

設
け
る
こ
と
で
利
用
者
は
２
０
２
８

年
に
月
５
６
人
（
２
８
組
）
を
目
指

す
計
画
を
掲
げ
た
。

商
工
会
議
所
か
ら
賞
状
と
賞
金
を

受
け
取
っ
た
有
田
氏
は「
プ
ラ
ン
を

通
じ
て
利
用
者
を
増
や
し
、
地
方
と

都
市
部
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
関

係
を
実
現
し
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

(2)  

2
0
2
5
年
3
月
2
4
日
朝
日
新
聞

A
T
M
前
で
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
に
―
。
大
阪
府

議
会
が
2
4
日
、こ
う
し
た
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
全
国
初
の
条
例
改
正

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
相
次

ぐ
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
、
8
月
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
る
。

　
条
例
改
正
で
は
、
A
T
M
前
で

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
し
、
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
に
は
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
る
取
引
を
確
認

し
た
場
合
の
金
融
機
関
か
ら
の
通
報

を
義
務
化
す
る
ほ
か
、7
0
歳
以
上

の
高
齢
者
が
府
内
で
開
設
し
て
い
る

口
座
の
う
ち
、
過
去
3
年
間
に

A
T
M
か
ら
振
り
込
み
を
行
っ
て
い

な
い
口
座
に
つ
い
て
、
振
り
込
み
上

限
額
を
1
日
あ
た
り
1
0
万
円
以
下

に
引
き
下
げ
る
こ
と
も
義
務
と
す

る
。
さ
ら
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
手
口
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

大
阪
府
議
会
で
可
決
A
T
M
前
で
の

高
齢
者
の
通
話
禁
止
を
義
務
化

ン
ビ
ニ
な
ど
の
販
売
店
舗
は
一
度
の

会
計
が
5
万
円
を
超
え
る
場
合
に
詐

欺
の
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
も
義
務
づ
け
た
。

　
府
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
対
策
を

「
義
務
」
と
し
て
定
め
た
条
例
は
な

い
。い
ず
れ
も
罰
則
規
定
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
策
で

防
犯
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い

考
え
だ
。
今
回
の
条
例
改
正
の
背
景

に
は
、
深
刻
な
詐
欺
被
害
の
状
況
が

あ
る
。
2
0
2
4
年
の
府
内
の
詐
欺

被
害
件
数
（
速
報
値
）
は
被
害
件
数

2
6
5
8
件
、
被
害
総
額
約
6
3
億

8
2
7
5
万
円
で
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の
約

7
0
%
が
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
っ
た
。
単
純
計
算
で
1
日
あ
た
り

1
7
0
0
万
円
余
り
が
だ
ま
し
取
ら

れ
て
お
り
、
府
は
条
例
改
正
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
た
。

2
0
2
5
年
2
月
2
8
日

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

生
命
保
険
で
葬
儀
代
金

支
払
い
も
可
能

　
相
続
財
産
の
多
く
が
不
動
産
や

預
貯
金
で
、
現
金
が
手
元
に
な
い
場

合
、
様
々
な
支
払
い
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
活
用
で

き
る
の
が
「
生
命
保
険
に
よ
る
資
金

調
達
」。
請
求
か
ら
早
い
段
階
で
受

け
取
れ
る
た
め
、
相
続
発
生
直
後
の

資
金
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
有

効
で
す
。

被
相
続
人
を
被
保
険
者
、
相
続

人
を
保
険
金
受
取
人
と
し
て
終
身

保
険
に
加
入
す
る
と
、
被
相
続
人

の
死
亡
時
に
相
続
人
は
死
亡
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

死
亡
保
険
金
は
、
請
求
書
類
が
保

険
会
社
に
到
着
し
た
翌
日
か
ら
、

5
営
業
日
程
度
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
命
保
険
金
は
受
取
人
固
有
の

財
産
な
の
で
、
他
の
相
続
人
の
同
意

を
得
る
必
要
は
な
く
、
遺
産
分
割

協
議
の
終
了
を
待
つ
必
要
も
な
い
。

こ
の
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
相
続
人

は
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

葬
儀
費
用
や
未
払
い
医
療
費
な
ど

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
有
限
会
社
縁
）

僧
侶
と
の
意
見
交
換
・
研
修
会
開
催

記
事
よ
り
抜
粋
・
編
集

墓
じ
ま
い
急
増

そ
の
先
に
あ
る「
再
火
葬
」

　
お
墓
じ
ま
い
が
急
増
す
る
中
、
墓

を
撤
去
し
た
後
の
遺
骨
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。「
再
火
葬
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
改
葬
の
際
に
、
納
骨
堂
や
合
葬
墓

の
受
け
入
れ
条
件
と
し
て
、
再
火
葬

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
お
墓
に
納
骨
後
、
時
間

経
過
に
よ
り
骨
壺
内
に
結
露
が
溜

ま
り
遺
骨
が
濡
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遺
骨
を
乾
燥
さ
せ
る
目

的
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
納
骨
先

の
受
け
入
れ
条
件
に
適
応
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
火
葬
が
必
要
と
な
る
理
由
は

❶
乾
燥
し
て
い
な
い
遺
骨
は
受
け
入

れ
不
可
❷
骨
壺
の
大
き
さ
な
ど
、

様
々
な
基
準
を
設
け
て
い
る
納
骨
施

設
が
増
え
た
❸
土
葬
さ
れ
て
い
た
遺

骨
を
納
骨
堂
な
ど
へ
移
骨
す
る
際
に

改
め
て
火
葬
が
必
要
な
ど
で
再
火
葬

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
2
7
日
　
山
陰
中
央
新
報

葬儀代金が
振り込めない…

(7)  

ご供養アイテム & 仏具 あれこれ…

新
た
な
フ
ォ
ー
マ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
モ
レ
イ
」

「
喪
服
で
も
、
今
の
時
代

の
空
気
感
に
合
い
、
な
お

か
つ
悼
み
の
シ
ー
ン
以
外
に

も
着
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
」

デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
新
し

い
喪
服
「
モ
レ
イ
」
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
格
式
高
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を
思
わ

せ
る
ア
イ
テ
ム
や
ラ
イ
ン
、

そ
し
て
い
つ
の
時
代
に
も

美
し
い
佇
ま
い
を
完
成
さ

せ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
と
デ
イ

リ
ー
に
も
溶
け
込
む
デ
ィ

テ
ー
ル
。
そ
の
両
方
を
か
ね

そ
な
え
た
正
統
派
の
モ
ー

ド
感
に
よ
っ
て
、「
美
し
く

悼
む
」
姿
を
実
現
し
ま
す
。

仏
壇
作
り
４
連
覇
の

技
術
を
継
承
し
た
い

　
２
月
に
東
京
で
開
か
れ

た
「
第
２
６
回
全
国
伝
統

的
工
芸
品
仏
壇
仏
具
展
」

で
、
最
高
賞
の
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は

東
広
島
市
で
仏
壇
店
を
営

む
蓮
池
稔
さ
ん
。
４
回
連

続
の
受
賞
で
、
京
都
や
金

沢
な
ど
の
名
だ
た
る
ラ
イ

バ
ル
を
抑
え
て
達
成
し
た

快
挙
だ
。

国
の
指
定
を
受
け
た
伝

統
的
工
芸
品
「
広
島
仏
壇
」

は
、
木
地
、須
弥
壇
（
し
ゅ

み
だ
ん
）
、
漆
塗
り
な
ど
七

つ
の
工
程
に
分
か
れ
る
。
東

広
島
市
で
木
地
師
を
し
て

い
た
父
の
希
望
で
、
漆
塗
り

や
金
箔
押
し
な
ど
の「
塗

師
（
ぬ
し
）
」に
な
る
た
め
、

広
島
、
鹿
児
島
で
弟
子
入

り
し
、７
年
間
修
業
し
た
。

「
昭
和
の
時
代
で
す
か
ら
指

導
は
厳
し
く
て
、
師
匠
に
よ

く
殴
ら
れ
ま
し
た
」。

今
回
の
受
賞
作
は「
総

開
欅
玉
杢
造
（
そ
う
び
ら
き

線
香
メ
ー
カ
ー

　
線
香
製
造
押
し
出
し
機
。

耐
久
性
に
優
れ
た
軽
量
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
合
金
製
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル
。

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
、

初
心
者
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
線
香
作
り
に
必
要
な

粘
性
の
高
い
材
料
は
押
出

す
の
に
も
か
な
り
の
力
が

必
要
で
す
が
、Ｔ
型
ハ
ン
ド

ル
を
回
す
だ
け
な
の
で
女

性
で
も
楽
に
押
出
し
形
成

で
き
、D
I
Y
感
覚
で
お
好

み
の
香
り
と
色
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
お
線
香
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
手
入
れ
簡

単
で
、
太
さ
も
お
線
香
と
し

て
最
適
な
直
径
2
ミ
リ
サ

イ
ズ
で
す
。

け
や
き
た
ま
も
く
づ
く
り
」。

２
年
が
か
り
の
力
作
で
、
仏

壇
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
国
宝

「
玉
虫
厨
子
（
た
ま
む
し
の

ず
し
）」の
技
法
を
取
り
入

れ
、緑
色
に
光
る
タ
マ
ム
シ

の
羽
２
０
０
枚
を
使
っ
た
。

ま
た
、
漆
を
重
ね
て
５
年
が

か
り
で
作
っ
た「
堆
漆
（
つ

い
し
つ
）
」
を
削
り
だ
し
た

鯱
（
し
ゃ
ち
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
贅
を
こ
ら
し
た
。「
上

位
に
入
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
４
連
覇
と
は
」
と

喜
び
を
隠
さ
な
い
。

　
今
、
市
販
さ
れ
て
い
る

仏
壇
の
多
く
は
、
海
外
の

工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
た

物
だ
と
い
う
。
広
島
仏
壇

に
携
わ
る
伝
統
工
芸
士
は

県
内
に
９
人
し
か
お
ら
ず
、

高
齢
化
が
進
む
。
自
身
の

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。「
技
術
継
承
の
た
め
に

毎
回
出
品
し
て
い
る
が
、こ

の
技
は
私
で
途
切
れ
る
の

か
な
」。
華
や
か
な
活
躍
の

陰
で
、
悩
み
は
深
ま
る
。

【
遺
族
外
来  

ー
大
切
な

人
を
失
っ
て
も
】

著
者
／
大
西
秀
樹

出
版
／
河
出
書
房
新
社

こ
の
本
に
は
遺
族
外
来
に

来
る
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
若
く
し

て
お
嬢
さ
ん
を
が
ん
で
な
く

さ
れ
た
方
、
病
室
で
や
さ
し

か
っ
た
ご
主
人
を
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
る
方
、
遺
族
と

な
っ
た
母
親
を
支
え
る
お
子

さ
ん
な
ど
、
残
さ
れ
た
側
の

方
々
の
視
点
で
描
か
れ
て
い

る
。「
患
者
さ
ん
は
、
新
し

い
世
界
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

著
者
の
そ
う
し
た
思
い
に
、

い
つ
の
間
に
か
背
中
を
押
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

【
大
人
の
語
彙
力
が

身
に
つ
く
本
】

出
版
／
か
ん
き
出
版

語
彙
力
の
あ
る
人
や
、
話
し

て
い
て
知
性
を
感
じ
る
人

は
、
適
切
な
文
脈
で
豊
富
な

言
葉
を
使
い
こ
な
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
言
葉
の
意
味
だ

け
で
な
く
、「
使
用
シ
ー
ン
」

「
成
り
立
ち
」「
強
さ
、重
み
」

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
い
っ
た
基

本
知
識
に
加
え
、
知
性
あ
ふ

れ
る
言
葉
を
日
常
で
使
い
こ

な
す
た
め
の
解
説
を
つ
け
ま

し
た
。
普
段
の
会
話
は
も
ち

ろ
ん
、仕
事
で
の
や
り
と
り
、

メ
ー
ル
や
手
紙
、
お
詫
び
す

る
と
き
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
使
え
る
語
彙
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

2
0
2
5
年
3
月
3
0
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

2
0
2
4
年
2
月
2
7
日

P
R
T
I
M
E
S

(

D
i
a
m
o
n
d
e
y
e
s
S
t
u
d
i
o)

A
m
a
z
o
n

島
根
の
空
港
利
用
促
進
に
「
火

葬
」
都
会
の
火
葬
場
不
足
費
用

高
騰
に
着
目

益
田
商
議
所
地
域
開
発
委
員
会

（
島
根
県
）
が
、
萩
・
石
見
空
港
羽
田

便
の
利
用
促
進
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
優
秀
賞
に
、
火
葬
場
が
不
足
す

る
都
市
部
の
困
り
事
を
解
決
す
る

「
地
方
火
葬
」の
プ
ラ
ン
を
選
ん
だ
。

　
地
元
、
高
津
川
葬
祭
社
の
有
田

学
取
締
役
が
提
案
。
東
京
２
３
区
は

火
葬
場
不
足
に
よ
っ
て
２
〜
３
週
間

の
待
ち
が
発
生
し
、
遺
体
の
防
腐
処

理
費
用
な
ど
で
料
金
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
羽
田
便
で
遺
体
を
空
輸
し
、
萩
・

石
見
空
港
周
辺
の
火
葬
場
を
利
用

す
れ
ば
待
ち
は
な
く
、
全
体
費
用
も

抑
え
ら
れ
る
利
点
を
強
調
。
火
葬
に

立
ち
会
う
遺
族
の
搭
乗
を
見
込
み
、

宿
泊
や
観
光
と
セ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
を

設
け
る
こ
と
で
利
用
者
は
２
０
２
８

年
に
月
５
６
人
（
２
８
組
）
を
目
指

す
計
画
を
掲
げ
た
。

商
工
会
議
所
か
ら
賞
状
と
賞
金
を

受
け
取
っ
た
有
田
氏
は「
プ
ラ
ン
を

通
じ
て
利
用
者
を
増
や
し
、
地
方
と

都
市
部
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
関

係
を
実
現
し
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

(2)  

2
0
2
5
年
3
月
2
4
日
朝
日
新
聞

A
T
M
前
で
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
に
―
。
大
阪
府

議
会
が
2
4
日
、こ
う
し
た
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
全
国
初
の
条
例
改
正

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
相
次

ぐ
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
、
8
月
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
る
。

　
条
例
改
正
で
は
、
A
T
M
前
で

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
し
、
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
に
は
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
る
取
引
を
確
認

し
た
場
合
の
金
融
機
関
か
ら
の
通
報

を
義
務
化
す
る
ほ
か
、7
0
歳
以
上

の
高
齢
者
が
府
内
で
開
設
し
て
い
る

口
座
の
う
ち
、
過
去
3
年
間
に

A
T
M
か
ら
振
り
込
み
を
行
っ
て
い

な
い
口
座
に
つ
い
て
、
振
り
込
み
上

限
額
を
1
日
あ
た
り
1
0
万
円
以
下

に
引
き
下
げ
る
こ
と
も
義
務
と
す

る
。
さ
ら
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
手
口
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

大
阪
府
議
会
で
可
決
A
T
M
前
で
の

高
齢
者
の
通
話
禁
止
を
義
務
化

ン
ビ
ニ
な
ど
の
販
売
店
舗
は
一
度
の

会
計
が
5
万
円
を
超
え
る
場
合
に
詐

欺
の
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
も
義
務
づ
け
た
。

　
府
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
対
策
を

「
義
務
」
と
し
て
定
め
た
条
例
は
な

い
。い
ず
れ
も
罰
則
規
定
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
策
で

防
犯
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い

考
え
だ
。
今
回
の
条
例
改
正
の
背
景

に
は
、
深
刻
な
詐
欺
被
害
の
状
況
が

あ
る
。
2
0
2
4
年
の
府
内
の
詐
欺

被
害
件
数
（
速
報
値
）
は
被
害
件
数

2
6
5
8
件
、
被
害
総
額
約
6
3
億

8
2
7
5
万
円
で
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の
約

7
0
%
が
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
っ
た
。
単
純
計
算
で
1
日
あ
た
り

1
7
0
0
万
円
余
り
が
だ
ま
し
取
ら

れ
て
お
り
、
府
は
条
例
改
正
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
た
。

2
0
2
5
年
2
月
2
8
日

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

生
命
保
険
で
葬
儀
代
金

支
払
い
も
可
能

　
相
続
財
産
の
多
く
が
不
動
産
や

預
貯
金
で
、
現
金
が
手
元
に
な
い
場

合
、
様
々
な
支
払
い
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
活
用
で

き
る
の
が
「
生
命
保
険
に
よ
る
資
金

調
達
」。
請
求
か
ら
早
い
段
階
で
受

け
取
れ
る
た
め
、
相
続
発
生
直
後
の

資
金
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
有

効
で
す
。

被
相
続
人
を
被
保
険
者
、
相
続

人
を
保
険
金
受
取
人
と
し
て
終
身

保
険
に
加
入
す
る
と
、
被
相
続
人

の
死
亡
時
に
相
続
人
は
死
亡
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

死
亡
保
険
金
は
、
請
求
書
類
が
保

険
会
社
に
到
着
し
た
翌
日
か
ら
、

5
営
業
日
程
度
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
命
保
険
金
は
受
取
人
固
有
の

財
産
な
の
で
、
他
の
相
続
人
の
同
意

を
得
る
必
要
は
な
く
、
遺
産
分
割

協
議
の
終
了
を
待
つ
必
要
も
な
い
。

こ
の
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
相
続
人

は
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

葬
儀
費
用
や
未
払
い
医
療
費
な
ど

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
有
限
会
社
縁
）

僧
侶
と
の
意
見
交
換
・
研
修
会
開
催

記
事
よ
り
抜
粋
・
編
集

墓
じ
ま
い
急
増

そ
の
先
に
あ
る「
再
火
葬
」

　
お
墓
じ
ま
い
が
急
増
す
る
中
、
墓

を
撤
去
し
た
後
の
遺
骨
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。「
再
火
葬
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
改
葬
の
際
に
、
納
骨
堂
や
合
葬
墓

の
受
け
入
れ
条
件
と
し
て
、
再
火
葬

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
お
墓
に
納
骨
後
、
時
間

経
過
に
よ
り
骨
壺
内
に
結
露
が
溜

ま
り
遺
骨
が
濡
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遺
骨
を
乾
燥
さ
せ
る
目

的
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
納
骨
先

の
受
け
入
れ
条
件
に
適
応
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
火
葬
が
必
要
と
な
る
理
由
は

❶
乾
燥
し
て
い
な
い
遺
骨
は
受
け
入

れ
不
可
❷
骨
壺
の
大
き
さ
な
ど
、

様
々
な
基
準
を
設
け
て
い
る
納
骨
施

設
が
増
え
た
❸
土
葬
さ
れ
て
い
た
遺

骨
を
納
骨
堂
な
ど
へ
移
骨
す
る
際
に

改
め
て
火
葬
が
必
要
な
ど
で
再
火
葬

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
2
7
日
　
山
陰
中
央
新
報

葬儀代金が
振り込めない…

(7)  

ご供養アイテム & 仏具 あれこれ…

新
た
な
フ
ォ
ー
マ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
モ
レ
イ
」

「
喪
服
で
も
、
今
の
時
代

の
空
気
感
に
合
い
、
な
お

か
つ
悼
み
の
シ
ー
ン
以
外
に

も
着
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
」

デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
新
し

い
喪
服
「
モ
レ
イ
」
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
格
式
高
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を
思
わ

せ
る
ア
イ
テ
ム
や
ラ
イ
ン
、

そ
し
て
い
つ
の
時
代
に
も

美
し
い
佇
ま
い
を
完
成
さ

せ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
と
デ
イ

リ
ー
に
も
溶
け
込
む
デ
ィ

テ
ー
ル
。
そ
の
両
方
を
か
ね

そ
な
え
た
正
統
派
の
モ
ー

ド
感
に
よ
っ
て
、「
美
し
く

悼
む
」
姿
を
実
現
し
ま
す
。

仏
壇
作
り
４
連
覇
の

技
術
を
継
承
し
た
い

　
２
月
に
東
京
で
開
か
れ

た
「
第
２
６
回
全
国
伝
統

的
工
芸
品
仏
壇
仏
具
展
」

で
、
最
高
賞
の
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は

東
広
島
市
で
仏
壇
店
を
営

む
蓮
池
稔
さ
ん
。
４
回
連

続
の
受
賞
で
、
京
都
や
金

沢
な
ど
の
名
だ
た
る
ラ
イ

バ
ル
を
抑
え
て
達
成
し
た

快
挙
だ
。

国
の
指
定
を
受
け
た
伝

統
的
工
芸
品
「
広
島
仏
壇
」

は
、
木
地
、須
弥
壇
（
し
ゅ

み
だ
ん
）
、
漆
塗
り
な
ど
七

つ
の
工
程
に
分
か
れ
る
。
東

広
島
市
で
木
地
師
を
し
て

い
た
父
の
希
望
で
、
漆
塗
り

や
金
箔
押
し
な
ど
の「
塗

師
（
ぬ
し
）
」に
な
る
た
め
、

広
島
、
鹿
児
島
で
弟
子
入

り
し
、７
年
間
修
業
し
た
。

「
昭
和
の
時
代
で
す
か
ら
指

導
は
厳
し
く
て
、
師
匠
に
よ

く
殴
ら
れ
ま
し
た
」。

今
回
の
受
賞
作
は「
総

開
欅
玉
杢
造
（
そ
う
び
ら
き

線
香
メ
ー
カ
ー

　
線
香
製
造
押
し
出
し
機
。

耐
久
性
に
優
れ
た
軽
量
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
合
金
製
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル
。

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
、

初
心
者
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
線
香
作
り
に
必
要
な

粘
性
の
高
い
材
料
は
押
出

す
の
に
も
か
な
り
の
力
が

必
要
で
す
が
、Ｔ
型
ハ
ン
ド

ル
を
回
す
だ
け
な
の
で
女

性
で
も
楽
に
押
出
し
形
成

で
き
、D
I
Y
感
覚
で
お
好

み
の
香
り
と
色
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
お
線
香
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
手
入
れ
簡

単
で
、
太
さ
も
お
線
香
と
し

て
最
適
な
直
径
2
ミ
リ
サ

イ
ズ
で
す
。

け
や
き
た
ま
も
く
づ
く
り
」。

２
年
が
か
り
の
力
作
で
、
仏

壇
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
国
宝

「
玉
虫
厨
子
（
た
ま
む
し
の

ず
し
）」の
技
法
を
取
り
入

れ
、緑
色
に
光
る
タ
マ
ム
シ

の
羽
２
０
０
枚
を
使
っ
た
。

ま
た
、
漆
を
重
ね
て
５
年
が

か
り
で
作
っ
た「
堆
漆
（
つ

い
し
つ
）
」
を
削
り
だ
し
た

鯱
（
し
ゃ
ち
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
贅
を
こ
ら
し
た
。「
上

位
に
入
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
４
連
覇
と
は
」
と

喜
び
を
隠
さ
な
い
。

　
今
、
市
販
さ
れ
て
い
る

仏
壇
の
多
く
は
、
海
外
の

工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
た

物
だ
と
い
う
。
広
島
仏
壇

に
携
わ
る
伝
統
工
芸
士
は

県
内
に
９
人
し
か
お
ら
ず
、

高
齢
化
が
進
む
。
自
身
の

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。「
技
術
継
承
の
た
め
に

毎
回
出
品
し
て
い
る
が
、こ

の
技
は
私
で
途
切
れ
る
の

か
な
」。
華
や
か
な
活
躍
の

陰
で
、
悩
み
は
深
ま
る
。

【
遺
族
外
来  

ー
大
切
な

人
を
失
っ
て
も
】

著
者
／
大
西
秀
樹

出
版
／
河
出
書
房
新
社

こ
の
本
に
は
遺
族
外
来
に

来
る
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
若
く
し

て
お
嬢
さ
ん
を
が
ん
で
な
く

さ
れ
た
方
、
病
室
で
や
さ
し

か
っ
た
ご
主
人
を
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
る
方
、
遺
族
と

な
っ
た
母
親
を
支
え
る
お
子

さ
ん
な
ど
、
残
さ
れ
た
側
の

方
々
の
視
点
で
描
か
れ
て
い

る
。「
患
者
さ
ん
は
、
新
し

い
世
界
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

著
者
の
そ
う
し
た
思
い
に
、

い
つ
の
間
に
か
背
中
を
押
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

【
大
人
の
語
彙
力
が

身
に
つ
く
本
】

出
版
／
か
ん
き
出
版

語
彙
力
の
あ
る
人
や
、
話
し

て
い
て
知
性
を
感
じ
る
人

は
、
適
切
な
文
脈
で
豊
富
な

言
葉
を
使
い
こ
な
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
言
葉
の
意
味
だ

け
で
な
く
、「
使
用
シ
ー
ン
」

「
成
り
立
ち
」「
強
さ
、重
み
」

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
い
っ
た
基

本
知
識
に
加
え
、
知
性
あ
ふ

れ
る
言
葉
を
日
常
で
使
い
こ

な
す
た
め
の
解
説
を
つ
け
ま

し
た
。
普
段
の
会
話
は
も
ち

ろ
ん
、仕
事
で
の
や
り
と
り
、

メ
ー
ル
や
手
紙
、
お
詫
び
す

る
と
き
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
使
え
る
語
彙
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。
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(6)  (6)  

●
祖
父
の
お
葬
式
で
、
受
付
を

し
て
い
た
と
き
に
一
人
の
お
年

寄
り
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
来
ら
れ
、

「
葬
儀
社
の
方
は
ど
ち
ら
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」と
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
に
、と

答
え
る
と
「
あ
の
う
私
、
今
は

ま
だ
生
き
て
ま
す
が
、
近
々
こ

ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
と
思
う

歳
で
す
の
で
、
葬
儀
社
の
方
に

色
々
伺
い
た
い
と
思
っ
て
参
り

ま
し
た
。
お
葬
式
の
最
中
に
お

邪
魔
し
て
す
み
ま
せ
ん
。こ
ち

ら
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
は
全

然
面
識
が
な
い
の
で
す
が
、こ

れ
も
な
に
か
の
ご
縁
で
す
の

で
、お
邪
魔
し
た
お
詫
び
に
、

せ
め
て
ご
焼
香
を
…
」と
丁
寧

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、

焼
香
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

焼
香
後
、「
ご
愁
傷
様
で
す
が
、

誰
で
も
最
後
は
死
に
ま
す
も
ん

ね
え
。お
孫
さ
ん
に
送
ら
れ
て

幸
せ
で
す
ね
」と
、
静
か
に
控

え
め
な
笑
顔
と
共
に
、
頭
を
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。な
ん
と
な
く

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
主
な
収
入
源
が
限
ら
れ
て

い
る
各
地
の
神
社
で
、若
手

神
職
が
境
内
で
の
飲
食
店
の

開
業
や
海
洋
散
骨
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
な
ど
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
神
社

を
後
世
に
残
す
た
め
、
従
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
で
収
益
向
上
を

図
っ
て
い
る
。（
佐
藤
陽
）

巫
女
が
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に

　
１
６
６
１
年
に
建
立
さ
れ

た
福
島
八
幡
宮
（
福
岡
県
）

の
宮
司・吉
開
雄
基
さ
ん（
３

０
）が
先
代
の
父
の
跡
を
継

い
だ
の
は
約
８
年
前
。
当
時

の
収
入
は
、正
月
の
三
が
日

の
さ
い
銭
が
中
心
の
年
３
０

０
万
円
程
度
で
、
神
社
の
維

持
費
を
差
し
引
く
と
、手
元

に
残
る
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
御
朱
印
用
の
イ
ラ

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
、

S
N
S
な
ど
で
P
R
す
る
と

徐
々
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
。

現
在
は
、
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
描
い
た
御
朱
印

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
も

人
気
だ
。
参
拝
客
も
昨
年
、

約
１
０
万
人
ま
で
増
え
た
。

当
初
、母
と
２
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
た
神
社
は
現
在
、

巫
女
ら
４
０
人
ほ
ど
を
雇
う
。

今
年
１
月
に
は
境
内
の
実
家

を
改
装
し
て
茶
屋
を
つ
く
り
、

神
様
へ
の
供
物
で
つ
く
っ
た

食
事
の
提
供
を
始
め
た
。

海
洋
散
骨
と
神
道
式
葬
儀

を
組
み
合
わ
せ

　
関
門
海
峡
を
望
む
和
布
刈

（
め
か
り
）
神
社
（
福
岡
県
）

で
禰
宜
ね
ぎ
を
務
め
る
高
瀬

和
信
さ
ん（
３
９
）
も
新
た

な
収
益
源
を
開
拓
し
た
。２

０
２
２
年
、
遺
骨
を
海
に
ま

い
て
供
養
す
る
海
洋
散
骨
に

神
道
式
の
葬
儀
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
生
前
に
受
け
付
け

る「
終
活
プ
ラ
ン
」の
事
業
会

社
を
設
立
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

で
全
国
の
神
社
に
参
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
青
森
、
福
岡
県
な

ど
の
５
神
社
が
加
盟
し
、２
４

年
の
収
入
は
１
億
５
０
０
０
万

円
に
上
っ
た
。

　
以
前
の
収
入
は
正
月
の
さ
い

銭
や
お
守
り
代
で
年
５
０
０
万

円
程
度
だ
っ
た
。
父
や
先
代
の

祖
父
は
古
物
商
や
コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
の
生
産
者
を
兼
ね
て
い
た

が
、
高
瀬
さ
ん
は
神
社
に
関
連

す
る
事
業
を
選
ん
だ
。
従
来
は

宗
教
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
神
職

も
多
か
っ
た
が
、「
自
立
し
て
存

続
す
る
に
は
経
営
的
な
視
点
が

欠
か
せ
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
全
国
の
神
社
は
２
３
年
末
で

約
７
万
８
０
０
０
社
。た
だ
、

神
職
は
約
２
万
人
に
と
ど
ま

り
、亡
く
な
る
な
ど
し
た
場
合
、

近
隣
の
宮
司
が
神
社
の
管
理
を

引
き
継
ぐ
場
合
が
多
い
。
中
に

は
１
人
で
数
十
社
を
担
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
収
入
源
の
確
保
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

40

2
0
2
5
年
4
月
1
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

さ
い
銭
頼
み
脱
却
へ

若
手
神
職
あ
の
手
こ
の
手

カ
ナ
ダ
の
高
速
道
路
脇

に
「
T
E
X
T
A
N
D

D
R
I
V
E
」と
記
し
た
看

板
が
あ
り
ま
す
。
訳
す
る

と
「
運
転
中
に
ス
マ
ホ
を
お

使
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
看
板
の
下
部

を
見
る
と
、「
W
A
T
H
A
N

F
U
N
E
R
A
L
H
O
M
E
」

と
架
空
の
葬
儀
場
の
名
前

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
看
板
は
、
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
広
告
代

理
店
J
o
h
n
S
t
.
と

C
i
e
s
l
o
k
M
e
d
i
a

が
製
作
し
た
も
の
。
同
社
は

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
『々
ド
ラ

イ
ブ
中
の
ス
マ
ホ
操
作
は
や

め
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
広
告

を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
事
故
の
数
は
増
加
の

一
途
で
す
。そ
こ
で
、
逆
転
の

発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
」と
語
り
ま
す
。

架
空
の
葬
儀
場
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
は
、「
よ
う
こ
そ
。

あ
な
た
が
こ
こ
へ
来
た
と
い

う
こ
と
は
、看
板
広
告
を
見

た
と
い
う
こ
と
で
す
」と
始
ま

り
、説
明
文
に
は
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
で
は
2
0
1
3
年

か
ら
3
年
連
続
で
、前
方
不

注
視
に
よ
る
事
故
死
亡
者
数

が
飲
酒
運
転
を
上
回
り
、う

ち
半
分
以
上
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

こ
と
、事
故
で
死
亡
す
る
の

が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く

同
乗
者
や
ま
っ
た
く
無
関
係

な
歩
行
者
に
も
多
数
お
よ
ぶ

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、運
転

中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
操
作
が
危
険
行
為
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

運
転
中
の
ス
マ
ホ
使
用
を
推
奨
？

葬
儀
場
の
看
板
広
告
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
と
は

2
0
2
0
年
4
月
1
3
日
更
新

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

自宅全焼の葬儀社の男性 山火事で焼失した遺影を無償提供＜岩手県大船渡市＞
　
大
船
渡
市
三
陸
町
綾
里
で

葬
儀
会
社
「
総
合
葬
祭
米
沢
」

を
家
族
で
経
営
す
る
米
沢
優

希
さ
ん
。
経
営
す
る
2
つ
の
葬

儀
場
の
う
ち
綾
里
地
区
の
施

設
は
東
日
本
大
震
災
で
津
波

が
押
し
寄
せ
半
壊
。
そ
れ
で
も

復
旧
し
地
区
で
唯
一
の
葬
儀
場

と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん
は

2
0
2
4
年
8
月
に
第
一
子
と

な
る
長
男
が
誕
生
し
、
家
族
へ

の
思
い
を
強
く
す
る
な
か

2
0
2
5
年
2
月
、
山
林
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん

「
こ
の
地
域
自
体
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
く
ら
い
の
炎
の
勢
い
」
自
宅

は
避
難
指
示
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
安
全
な
地
域
に
あ
る
葬

儀
場
の
一
室
で
1
週
間
あ
ま
り

寝
泊
ま
り
を
し
ま
し
た
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

1
2
日
ぶ
り
に
帰
宅
す
る
と
自

宅
は
全
焼
し
骨
組
み
さ
え
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
沢
さ

ん
「
が
れ
き
の
中
に
鉄
で
で
き

て
い
る
仏
具
が
形
が
ぎ
り
ぎ
り

分
か
る
く
ら
い
の
状
態
で
燃
え

残
っ
て
い
ま
し
た
」
火
災
で
大

切
な
先
祖
代
々
の
遺
影
も
失

い
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
火
災
で
遺
影
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
住
宅
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
総
合
葬
祭
米
沢

で
は
約
2
0
年
前
ま
で
の
顔
写

真
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
遺

影
を
復
元
し
て
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
米

沢
さ
ん
「
写
真
の
デ
ー
タ
を
探

し
て
復
元
で
き
れ
ば
印
刷
を
し

て
額
に
納
め
た
状
態
で
ご
家

族
に
お
返
し
し
た
い
。
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
」。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
米
沢

さ
ん
の
恩
返
し
で
す
。
米
沢
さ

ん
「
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
残
し

て
い
き
た
い
。
自
宅
を
ど
こ
に

再
建
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
地
域
と
ず
っ
と
関

わ
っ
て
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た

い
」
代
々
受
け
継
い
で
き
た
の

は
自
然
と
こ
の
地
域
を
大
好

き
に
な
る
優
し
い
町
づ
く
り
。

思
い
の
強
い
土
地
で
明
る
い
未

来
を
見
据
え
ま
す
。

愛
し
の
オ
ス
カ
ル
が

葬
儀
社
の
宣
伝
大
使
に

　
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
I
P
（
知
的
財

産
）
の
力
で
支
援
す
る
目
的
で

株
式
会
社
シ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に

よ
り
発
足
し
た
「
社
会
を
良
く

す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公

式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
っ
た
株

式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー
（
埼
玉
県
）

は
、
1
9
7
2
年
に
連
載
を
開

始
し
、
そ
の
圧
倒
的
な
人
気
で

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た

池
田
理
代
子
氏
の
『
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
ば
ら
』
に
登
場
す
る
ア
ン

ド
レ
、
オ
ス
カ
ル
、マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
宣
伝
大
使
と

し
て
H
P
上
で
会
館
の
案
内
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
施
主
と
な
る
世
代
に
向
け

「
愛
し
の
オ
ス
カ
ル
宣
伝
大
使

に
」「
フ
ェ
ル
ゼ
ン
の
秘
策
」「
ロ

ザ
リ
ー
の
心
配
事
」「
館
内
見

学
」
な
ど
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
サ
イ
ト
を
牽
引
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
交
流

　
株
式
会
社
セ
レ
モ（
三
重
県
）

は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と

し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
教
室

1
2
月
1
0
日
プ
ロ
野
球
の

現
役
ス
カ
ウ
ト
の
方
が
志
摩
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
空
き
時
間

を
利
用
し
地
元
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
熱
心
に
指
導
を
聞
き
、
み

る
み
る
上
達
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

1
月
1
3
・
1
4
日
に
ゴ
ッ

ツ
石
島
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
回
と

な
る
今
回
は
旧
二
見
中
学
校
体

育
館
と
、
志
摩
市
に
あ
る
阿
児

ア
リ
ー
ナ
の
2
か
所
で
開
催
。

元
日
本
代
表
で
あ
る
石
島
選
手

の
指
導
を
受
け
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
4
月
5
日

岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ

株
式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー

H
P
掲
載
内
容
か
ら
編
集

セ
レ
モ
の
家
族
葬
H
P
よ
り

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。後回し

子や孫にまで
のしかかる

(30代 女性 30代 メロ)

財産は
ないから揉めぬと

威張る父
(60代 男性 置楽)

相続は
背中で言わず
声にして

(30代 男性 空松かじき)

(6)  (6)  

●
祖
父
の
お
葬
式
で
、
受
付
を

し
て
い
た
と
き
に
一
人
の
お
年

寄
り
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
来
ら
れ
、

「
葬
儀
社
の
方
は
ど
ち
ら
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」と
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
に
、と

答
え
る
と
「
あ
の
う
私
、
今
は

ま
だ
生
き
て
ま
す
が
、
近
々
こ

ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
と
思
う

歳
で
す
の
で
、
葬
儀
社
の
方
に

色
々
伺
い
た
い
と
思
っ
て
参
り

ま
し
た
。
お
葬
式
の
最
中
に
お

邪
魔
し
て
す
み
ま
せ
ん
。こ
ち

ら
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
は
全

然
面
識
が
な
い
の
で
す
が
、こ

れ
も
な
に
か
の
ご
縁
で
す
の

で
、お
邪
魔
し
た
お
詫
び
に
、

せ
め
て
ご
焼
香
を
…
」と
丁
寧

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、

焼
香
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

焼
香
後
、「
ご
愁
傷
様
で
す
が
、

誰
で
も
最
後
は
死
に
ま
す
も
ん

ね
え
。お
孫
さ
ん
に
送
ら
れ
て

幸
せ
で
す
ね
」と
、
静
か
に
控

え
め
な
笑
顔
と
共
に
、
頭
を
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。な
ん
と
な
く

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
主
な
収
入
源
が
限
ら
れ
て

い
る
各
地
の
神
社
で
、若
手

神
職
が
境
内
で
の
飲
食
店
の

開
業
や
海
洋
散
骨
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
な
ど
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
神
社

を
後
世
に
残
す
た
め
、
従
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
で
収
益
向
上
を

図
っ
て
い
る
。（
佐
藤
陽
）

巫
女
が
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に

　
１
６
６
１
年
に
建
立
さ
れ

た
福
島
八
幡
宮
（
福
岡
県
）

の
宮
司・吉
開
雄
基
さ
ん（
３

０
）が
先
代
の
父
の
跡
を
継

い
だ
の
は
約
８
年
前
。
当
時

の
収
入
は
、正
月
の
三
が
日

の
さ
い
銭
が
中
心
の
年
３
０

０
万
円
程
度
で
、
神
社
の
維

持
費
を
差
し
引
く
と
、手
元

に
残
る
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
御
朱
印
用
の
イ
ラ

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
、

S
N
S
な
ど
で
P
R
す
る
と

徐
々
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
。

現
在
は
、
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
描
い
た
御
朱
印

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
も

人
気
だ
。
参
拝
客
も
昨
年
、

約
１
０
万
人
ま
で
増
え
た
。

当
初
、母
と
２
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
た
神
社
は
現
在
、

巫
女
ら
４
０
人
ほ
ど
を
雇
う
。

今
年
１
月
に
は
境
内
の
実
家

を
改
装
し
て
茶
屋
を
つ
く
り
、

神
様
へ
の
供
物
で
つ
く
っ
た

食
事
の
提
供
を
始
め
た
。

海
洋
散
骨
と
神
道
式
葬
儀

を
組
み
合
わ
せ

　
関
門
海
峡
を
望
む
和
布
刈

（
め
か
り
）
神
社
（
福
岡
県
）

で
禰
宜
ね
ぎ
を
務
め
る
高
瀬

和
信
さ
ん（
３
９
）
も
新
た

な
収
益
源
を
開
拓
し
た
。２

０
２
２
年
、
遺
骨
を
海
に
ま

い
て
供
養
す
る
海
洋
散
骨
に

神
道
式
の
葬
儀
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
生
前
に
受
け
付
け

る「
終
活
プ
ラ
ン
」の
事
業
会

社
を
設
立
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

で
全
国
の
神
社
に
参
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
青
森
、
福
岡
県
な

ど
の
５
神
社
が
加
盟
し
、２
４

年
の
収
入
は
１
億
５
０
０
０
万

円
に
上
っ
た
。

　
以
前
の
収
入
は
正
月
の
さ
い

銭
や
お
守
り
代
で
年
５
０
０
万

円
程
度
だ
っ
た
。
父
や
先
代
の

祖
父
は
古
物
商
や
コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
の
生
産
者
を
兼
ね
て
い
た

が
、
高
瀬
さ
ん
は
神
社
に
関
連

す
る
事
業
を
選
ん
だ
。
従
来
は

宗
教
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
神
職

も
多
か
っ
た
が
、「
自
立
し
て
存

続
す
る
に
は
経
営
的
な
視
点
が

欠
か
せ
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
全
国
の
神
社
は
２
３
年
末
で

約
７
万
８
０
０
０
社
。た
だ
、

神
職
は
約
２
万
人
に
と
ど
ま

り
、亡
く
な
る
な
ど
し
た
場
合
、

近
隣
の
宮
司
が
神
社
の
管
理
を

引
き
継
ぐ
場
合
が
多
い
。
中
に

は
１
人
で
数
十
社
を
担
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
収
入
源
の
確
保
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

40

2
0
2
5
年
4
月
1
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

さ
い
銭
頼
み
脱
却
へ

若
手
神
職
あ
の
手
こ
の
手

カ
ナ
ダ
の
高
速
道
路
脇

に
「
T
E
X
T
A
N
D

D
R
I
V
E
」と
記
し
た
看

板
が
あ
り
ま
す
。
訳
す
る

と
「
運
転
中
に
ス
マ
ホ
を
お

使
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
看
板
の
下
部

を
見
る
と
、「
W
A
T
H
A
N

F
U
N
E
R
A
L
H
O
M
E
」

と
架
空
の
葬
儀
場
の
名
前

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
看
板
は
、
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
広
告
代

理
店
J
o
h
n
S
t
.
と

C
i
e
s
l
o
k
M
e
d
i
a

が
製
作
し
た
も
の
。
同
社
は

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
『々
ド
ラ

イ
ブ
中
の
ス
マ
ホ
操
作
は
や

め
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
広
告

を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
事
故
の
数
は
増
加
の

一
途
で
す
。そ
こ
で
、
逆
転
の

発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
」と
語
り
ま
す
。

架
空
の
葬
儀
場
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
は
、「
よ
う
こ
そ
。

あ
な
た
が
こ
こ
へ
来
た
と
い

う
こ
と
は
、看
板
広
告
を
見

た
と
い
う
こ
と
で
す
」と
始
ま

り
、説
明
文
に
は
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
で
は
2
0
1
3
年

か
ら
3
年
連
続
で
、前
方
不

注
視
に
よ
る
事
故
死
亡
者
数

が
飲
酒
運
転
を
上
回
り
、う

ち
半
分
以
上
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

こ
と
、事
故
で
死
亡
す
る
の

が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く

同
乗
者
や
ま
っ
た
く
無
関
係

な
歩
行
者
に
も
多
数
お
よ
ぶ

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、運
転

中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
操
作
が
危
険
行
為
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

運
転
中
の
ス
マ
ホ
使
用
を
推
奨
？

葬
儀
場
の
看
板
広
告
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
と
は

2
0
2
0
年
4
月
1
3
日
更
新

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

自宅全焼の葬儀社の男性 山火事で焼失した遺影を無償提供＜岩手県大船渡市＞
　
大
船
渡
市
三
陸
町
綾
里
で

葬
儀
会
社
「
総
合
葬
祭
米
沢
」

を
家
族
で
経
営
す
る
米
沢
優

希
さ
ん
。
経
営
す
る
2
つ
の
葬

儀
場
の
う
ち
綾
里
地
区
の
施

設
は
東
日
本
大
震
災
で
津
波

が
押
し
寄
せ
半
壊
。
そ
れ
で
も

復
旧
し
地
区
で
唯
一
の
葬
儀
場

と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん
は

2
0
2
4
年
8
月
に
第
一
子
と

な
る
長
男
が
誕
生
し
、
家
族
へ

の
思
い
を
強
く
す
る
な
か

2
0
2
5
年
2
月
、
山
林
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん

「
こ
の
地
域
自
体
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
く
ら
い
の
炎
の
勢
い
」
自
宅

は
避
難
指
示
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
安
全
な
地
域
に
あ
る
葬

儀
場
の
一
室
で
1
週
間
あ
ま
り

寝
泊
ま
り
を
し
ま
し
た
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

1
2
日
ぶ
り
に
帰
宅
す
る
と
自

宅
は
全
焼
し
骨
組
み
さ
え
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
沢
さ

ん
「
が
れ
き
の
中
に
鉄
で
で
き

て
い
る
仏
具
が
形
が
ぎ
り
ぎ
り

分
か
る
く
ら
い
の
状
態
で
燃
え

残
っ
て
い
ま
し
た
」
火
災
で
大

切
な
先
祖
代
々
の
遺
影
も
失

い
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
火
災
で
遺
影
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
住
宅
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
総
合
葬
祭
米
沢

で
は
約
2
0
年
前
ま
で
の
顔
写

真
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
遺

影
を
復
元
し
て
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
米

沢
さ
ん
「
写
真
の
デ
ー
タ
を
探

し
て
復
元
で
き
れ
ば
印
刷
を
し

て
額
に
納
め
た
状
態
で
ご
家

族
に
お
返
し
し
た
い
。
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
」。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
米
沢

さ
ん
の
恩
返
し
で
す
。
米
沢
さ

ん
「
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
残
し

て
い
き
た
い
。
自
宅
を
ど
こ
に

再
建
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
地
域
と
ず
っ
と
関

わ
っ
て
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た

い
」
代
々
受
け
継
い
で
き
た
の

は
自
然
と
こ
の
地
域
を
大
好

き
に
な
る
優
し
い
町
づ
く
り
。

思
い
の
強
い
土
地
で
明
る
い
未

来
を
見
据
え
ま
す
。

愛
し
の
オ
ス
カ
ル
が

葬
儀
社
の
宣
伝
大
使
に

　
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
I
P
（
知
的
財

産
）
の
力
で
支
援
す
る
目
的
で

株
式
会
社
シ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に

よ
り
発
足
し
た
「
社
会
を
良
く

す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公

式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
っ
た
株

式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー
（
埼
玉
県
）

は
、
1
9
7
2
年
に
連
載
を
開

始
し
、
そ
の
圧
倒
的
な
人
気
で

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た

池
田
理
代
子
氏
の
『
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
ば
ら
』
に
登
場
す
る
ア
ン

ド
レ
、
オ
ス
カ
ル
、マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
宣
伝
大
使
と

し
て
H
P
上
で
会
館
の
案
内
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
施
主
と
な
る
世
代
に
向
け

「
愛
し
の
オ
ス
カ
ル
宣
伝
大
使

に
」「
フ
ェ
ル
ゼ
ン
の
秘
策
」「
ロ

ザ
リ
ー
の
心
配
事
」「
館
内
見

学
」
な
ど
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
サ
イ
ト
を
牽
引
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
交
流

　
株
式
会
社
セ
レ
モ（
三
重
県
）

は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と

し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
教
室

1
2
月
1
0
日
プ
ロ
野
球
の

現
役
ス
カ
ウ
ト
の
方
が
志
摩
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
空
き
時
間

を
利
用
し
地
元
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
熱
心
に
指
導
を
聞
き
、
み

る
み
る
上
達
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

1
月
1
3
・
1
4
日
に
ゴ
ッ

ツ
石
島
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
回
と

な
る
今
回
は
旧
二
見
中
学
校
体

育
館
と
、
志
摩
市
に
あ
る
阿
児

ア
リ
ー
ナ
の
2
か
所
で
開
催
。

元
日
本
代
表
で
あ
る
石
島
選
手

の
指
導
を
受
け
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
4
月
5
日

岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ

株
式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー

H
P
掲
載
内
容
か
ら
編
集

セ
レ
モ
の
家
族
葬
H
P
よ
り

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。後回し

子や孫にまで
のしかかる

(30代 女性 30代 メロ)

財産は
ないから揉めぬと

威張る父
(60代 男性 置楽)

相続は
背中で言わず
声にして

(30代 男性 空松かじき)



(5)  (4)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
水
）

応
永
十
五
年
（
一
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
土
） 友

引
友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(5)  (4)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
水
）

応
永
十
五
年
（
一
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
土
） 友

引
友
引

友
引

友
引

友
引

友
引



(5)  (4)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
水
）

応
永
十
五
年
（
一
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
土
） 友

引
友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(5)  (4)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
水
）

応
永
十
五
年
（
一
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
土
） 友

引
友
引

友
引

友
引

友
引

友
引



(6)  (6)  

●
祖
父
の
お
葬
式
で
、
受
付
を

し
て
い
た
と
き
に
一
人
の
お
年

寄
り
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
来
ら
れ
、

「
葬
儀
社
の
方
は
ど
ち
ら
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」と
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
に
、と

答
え
る
と
「
あ
の
う
私
、
今
は

ま
だ
生
き
て
ま
す
が
、
近
々
こ

ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
と
思
う

歳
で
す
の
で
、
葬
儀
社
の
方
に

色
々
伺
い
た
い
と
思
っ
て
参
り

ま
し
た
。
お
葬
式
の
最
中
に
お

邪
魔
し
て
す
み
ま
せ
ん
。こ
ち

ら
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
は
全

然
面
識
が
な
い
の
で
す
が
、こ

れ
も
な
に
か
の
ご
縁
で
す
の

で
、お
邪
魔
し
た
お
詫
び
に
、

せ
め
て
ご
焼
香
を
…
」と
丁
寧

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、

焼
香
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

焼
香
後
、「
ご
愁
傷
様
で
す
が
、

誰
で
も
最
後
は
死
に
ま
す
も
ん

ね
え
。お
孫
さ
ん
に
送
ら
れ
て

幸
せ
で
す
ね
」と
、
静
か
に
控

え
め
な
笑
顔
と
共
に
、
頭
を
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。な
ん
と
な
く

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
主
な
収
入
源
が
限
ら
れ
て

い
る
各
地
の
神
社
で
、若
手

神
職
が
境
内
で
の
飲
食
店
の

開
業
や
海
洋
散
骨
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
な
ど
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
神
社

を
後
世
に
残
す
た
め
、
従
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
で
収
益
向
上
を

図
っ
て
い
る
。（
佐
藤
陽
）

巫
女
が
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に

　
１
６
６
１
年
に
建
立
さ
れ

た
福
島
八
幡
宮
（
福
岡
県
）

の
宮
司・吉
開
雄
基
さ
ん（
３

０
）が
先
代
の
父
の
跡
を
継

い
だ
の
は
約
８
年
前
。
当
時

の
収
入
は
、正
月
の
三
が
日

の
さ
い
銭
が
中
心
の
年
３
０

０
万
円
程
度
で
、
神
社
の
維

持
費
を
差
し
引
く
と
、手
元

に
残
る
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
御
朱
印
用
の
イ
ラ

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
、

S
N
S
な
ど
で
P
R
す
る
と

徐
々
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
。

現
在
は
、
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
描
い
た
御
朱
印

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
も

人
気
だ
。
参
拝
客
も
昨
年
、

約
１
０
万
人
ま
で
増
え
た
。

当
初
、母
と
２
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
た
神
社
は
現
在
、

巫
女
ら
４
０
人
ほ
ど
を
雇
う
。

今
年
１
月
に
は
境
内
の
実
家

を
改
装
し
て
茶
屋
を
つ
く
り
、

神
様
へ
の
供
物
で
つ
く
っ
た

食
事
の
提
供
を
始
め
た
。

海
洋
散
骨
と
神
道
式
葬
儀

を
組
み
合
わ
せ

　
関
門
海
峡
を
望
む
和
布
刈

（
め
か
り
）
神
社
（
福
岡
県
）

で
禰
宜
ね
ぎ
を
務
め
る
高
瀬

和
信
さ
ん（
３
９
）
も
新
た

な
収
益
源
を
開
拓
し
た
。２

０
２
２
年
、
遺
骨
を
海
に
ま

い
て
供
養
す
る
海
洋
散
骨
に

神
道
式
の
葬
儀
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
生
前
に
受
け
付
け

る「
終
活
プ
ラ
ン
」の
事
業
会

社
を
設
立
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

で
全
国
の
神
社
に
参
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
青
森
、
福
岡
県
な

ど
の
５
神
社
が
加
盟
し
、２
４

年
の
収
入
は
１
億
５
０
０
０
万

円
に
上
っ
た
。

　
以
前
の
収
入
は
正
月
の
さ
い

銭
や
お
守
り
代
で
年
５
０
０
万

円
程
度
だ
っ
た
。
父
や
先
代
の

祖
父
は
古
物
商
や
コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
の
生
産
者
を
兼
ね
て
い
た

が
、
高
瀬
さ
ん
は
神
社
に
関
連

す
る
事
業
を
選
ん
だ
。
従
来
は

宗
教
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
神
職

も
多
か
っ
た
が
、「
自
立
し
て
存

続
す
る
に
は
経
営
的
な
視
点
が

欠
か
せ
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
全
国
の
神
社
は
２
３
年
末
で

約
７
万
８
０
０
０
社
。た
だ
、

神
職
は
約
２
万
人
に
と
ど
ま

り
、亡
く
な
る
な
ど
し
た
場
合
、

近
隣
の
宮
司
が
神
社
の
管
理
を

引
き
継
ぐ
場
合
が
多
い
。
中
に

は
１
人
で
数
十
社
を
担
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
収
入
源
の
確
保
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

40

2
0
2
5
年
4
月
1
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

さ
い
銭
頼
み
脱
却
へ

若
手
神
職
あ
の
手
こ
の
手

カ
ナ
ダ
の
高
速
道
路
脇

に
「
T
E
X
T
A
N
D

D
R
I
V
E
」と
記
し
た
看

板
が
あ
り
ま
す
。
訳
す
る

と
「
運
転
中
に
ス
マ
ホ
を
お

使
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
看
板
の
下
部

を
見
る
と
、「
W
A
T
H
A
N

F
U
N
E
R
A
L
H
O
M
E
」

と
架
空
の
葬
儀
場
の
名
前

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
看
板
は
、
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
広
告
代

理
店
J
o
h
n
S
t
.
と

C
i
e
s
l
o
k
M
e
d
i
a

が
製
作
し
た
も
の
。
同
社
は

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
『々
ド
ラ

イ
ブ
中
の
ス
マ
ホ
操
作
は
や

め
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
広
告

を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
事
故
の
数
は
増
加
の

一
途
で
す
。そ
こ
で
、
逆
転
の

発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
」と
語
り
ま
す
。

架
空
の
葬
儀
場
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
は
、「
よ
う
こ
そ
。

あ
な
た
が
こ
こ
へ
来
た
と
い

う
こ
と
は
、看
板
広
告
を
見

た
と
い
う
こ
と
で
す
」と
始
ま

り
、説
明
文
に
は
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
で
は
2
0
1
3
年

か
ら
3
年
連
続
で
、前
方
不

注
視
に
よ
る
事
故
死
亡
者
数

が
飲
酒
運
転
を
上
回
り
、う

ち
半
分
以
上
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

こ
と
、事
故
で
死
亡
す
る
の

が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く

同
乗
者
や
ま
っ
た
く
無
関
係

な
歩
行
者
に
も
多
数
お
よ
ぶ

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、運
転

中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
操
作
が
危
険
行
為
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

運
転
中
の
ス
マ
ホ
使
用
を
推
奨
？

葬
儀
場
の
看
板
広
告
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
と
は

2
0
2
0
年
4
月
1
3
日
更
新

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

自宅全焼の葬儀社の男性 山火事で焼失した遺影を無償提供＜岩手県大船渡市＞
　
大
船
渡
市
三
陸
町
綾
里
で

葬
儀
会
社
「
総
合
葬
祭
米
沢
」

を
家
族
で
経
営
す
る
米
沢
優

希
さ
ん
。
経
営
す
る
2
つ
の
葬

儀
場
の
う
ち
綾
里
地
区
の
施

設
は
東
日
本
大
震
災
で
津
波

が
押
し
寄
せ
半
壊
。
そ
れ
で
も

復
旧
し
地
区
で
唯
一
の
葬
儀
場

と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん
は

2
0
2
4
年
8
月
に
第
一
子
と

な
る
長
男
が
誕
生
し
、
家
族
へ

の
思
い
を
強
く
す
る
な
か

2
0
2
5
年
2
月
、
山
林
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん

「
こ
の
地
域
自
体
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
く
ら
い
の
炎
の
勢
い
」
自
宅

は
避
難
指
示
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
安
全
な
地
域
に
あ
る
葬

儀
場
の
一
室
で
1
週
間
あ
ま
り

寝
泊
ま
り
を
し
ま
し
た
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

1
2
日
ぶ
り
に
帰
宅
す
る
と
自

宅
は
全
焼
し
骨
組
み
さ
え
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
沢
さ

ん
「
が
れ
き
の
中
に
鉄
で
で
き

て
い
る
仏
具
が
形
が
ぎ
り
ぎ
り

分
か
る
く
ら
い
の
状
態
で
燃
え

残
っ
て
い
ま
し
た
」
火
災
で
大

切
な
先
祖
代
々
の
遺
影
も
失

い
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
火
災
で
遺
影
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
住
宅
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
総
合
葬
祭
米
沢

で
は
約
2
0
年
前
ま
で
の
顔
写

真
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
遺

影
を
復
元
し
て
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
米

沢
さ
ん
「
写
真
の
デ
ー
タ
を
探

し
て
復
元
で
き
れ
ば
印
刷
を
し

て
額
に
納
め
た
状
態
で
ご
家

族
に
お
返
し
し
た
い
。
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
」。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
米
沢

さ
ん
の
恩
返
し
で
す
。
米
沢
さ

ん
「
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
残
し

て
い
き
た
い
。
自
宅
を
ど
こ
に

再
建
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
地
域
と
ず
っ
と
関

わ
っ
て
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た

い
」
代
々
受
け
継
い
で
き
た
の

は
自
然
と
こ
の
地
域
を
大
好

き
に
な
る
優
し
い
町
づ
く
り
。

思
い
の
強
い
土
地
で
明
る
い
未

来
を
見
据
え
ま
す
。

愛
し
の
オ
ス
カ
ル
が

葬
儀
社
の
宣
伝
大
使
に

　
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
I
P
（
知
的
財

産
）
の
力
で
支
援
す
る
目
的
で

株
式
会
社
シ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に

よ
り
発
足
し
た
「
社
会
を
良
く

す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公

式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
っ
た
株

式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー
（
埼
玉
県
）

は
、
1
9
7
2
年
に
連
載
を
開

始
し
、
そ
の
圧
倒
的
な
人
気
で

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た

池
田
理
代
子
氏
の
『
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
ば
ら
』
に
登
場
す
る
ア
ン

ド
レ
、
オ
ス
カ
ル
、マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
宣
伝
大
使
と

し
て
H
P
上
で
会
館
の
案
内
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
施
主
と
な
る
世
代
に
向
け

「
愛
し
の
オ
ス
カ
ル
宣
伝
大
使

に
」「
フ
ェ
ル
ゼ
ン
の
秘
策
」「
ロ

ザ
リ
ー
の
心
配
事
」「
館
内
見

学
」
な
ど
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
サ
イ
ト
を
牽
引
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
交
流

　
株
式
会
社
セ
レ
モ（
三
重
県
）

は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と

し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
教
室

1
2
月
1
0
日
プ
ロ
野
球
の

現
役
ス
カ
ウ
ト
の
方
が
志
摩
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
空
き
時
間

を
利
用
し
地
元
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
熱
心
に
指
導
を
聞
き
、
み

る
み
る
上
達
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

1
月
1
3
・
1
4
日
に
ゴ
ッ

ツ
石
島
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
回
と

な
る
今
回
は
旧
二
見
中
学
校
体

育
館
と
、
志
摩
市
に
あ
る
阿
児

ア
リ
ー
ナ
の
2
か
所
で
開
催
。

元
日
本
代
表
で
あ
る
石
島
選
手

の
指
導
を
受
け
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
4
月
5
日

岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ

株
式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー

H
P
掲
載
内
容
か
ら
編
集

セ
レ
モ
の
家
族
葬
H
P
よ
り

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。後回し

子や孫にまで
のしかかる

(30代 女性 30代 メロ)

財産は
ないから揉めぬと

威張る父
(60代 男性 置楽)

相続は
背中で言わず
声にして

(30代 男性 空松かじき)

(6)  (6)  

●
祖
父
の
お
葬
式
で
、
受
付
を

し
て
い
た
と
き
に
一
人
の
お
年

寄
り
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
来
ら
れ
、

「
葬
儀
社
の
方
は
ど
ち
ら
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」と
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
に
、と

答
え
る
と
「
あ
の
う
私
、
今
は

ま
だ
生
き
て
ま
す
が
、
近
々
こ

ち
ら
に
お
世
話
に
な
る
と
思
う

歳
で
す
の
で
、
葬
儀
社
の
方
に

色
々
伺
い
た
い
と
思
っ
て
参
り

ま
し
た
。
お
葬
式
の
最
中
に
お

邪
魔
し
て
す
み
ま
せ
ん
。こ
ち

ら
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
は
全

然
面
識
が
な
い
の
で
す
が
、こ

れ
も
な
に
か
の
ご
縁
で
す
の

で
、お
邪
魔
し
た
お
詫
び
に
、

せ
め
て
ご
焼
香
を
…
」と
丁
寧

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、

焼
香
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

焼
香
後
、「
ご
愁
傷
様
で
す
が
、

誰
で
も
最
後
は
死
に
ま
す
も
ん

ね
え
。お
孫
さ
ん
に
送
ら
れ
て

幸
せ
で
す
ね
」と
、
静
か
に
控

え
め
な
笑
顔
と
共
に
、
頭
を
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。な
ん
と
な
く

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
主
な
収
入
源
が
限
ら
れ
て

い
る
各
地
の
神
社
で
、若
手

神
職
が
境
内
で
の
飲
食
店
の

開
業
や
海
洋
散
骨
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
展
開
な
ど
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
神
社

を
後
世
に
残
す
た
め
、
従
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
で
収
益
向
上
を

図
っ
て
い
る
。（
佐
藤
陽
）

巫
女
が
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に

　
１
６
６
１
年
に
建
立
さ
れ

た
福
島
八
幡
宮
（
福
岡
県
）

の
宮
司・吉
開
雄
基
さ
ん（
３

０
）が
先
代
の
父
の
跡
を
継

い
だ
の
は
約
８
年
前
。
当
時

の
収
入
は
、正
月
の
三
が
日

の
さ
い
銭
が
中
心
の
年
３
０

０
万
円
程
度
で
、
神
社
の
維

持
費
を
差
し
引
く
と
、手
元

に
残
る
の
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
御
朱
印
用
の
イ
ラ

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
、

S
N
S
な
ど
で
P
R
す
る
と

徐
々
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
。

現
在
は
、
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
描
い
た
御
朱
印

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
も

人
気
だ
。
参
拝
客
も
昨
年
、

約
１
０
万
人
ま
で
増
え
た
。

当
初
、母
と
２
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
た
神
社
は
現
在
、

巫
女
ら
４
０
人
ほ
ど
を
雇
う
。

今
年
１
月
に
は
境
内
の
実
家

を
改
装
し
て
茶
屋
を
つ
く
り
、

神
様
へ
の
供
物
で
つ
く
っ
た

食
事
の
提
供
を
始
め
た
。

海
洋
散
骨
と
神
道
式
葬
儀

を
組
み
合
わ
せ

　
関
門
海
峡
を
望
む
和
布
刈

（
め
か
り
）
神
社
（
福
岡
県
）

で
禰
宜
ね
ぎ
を
務
め
る
高
瀬

和
信
さ
ん（
３
９
）
も
新
た

な
収
益
源
を
開
拓
し
た
。２

０
２
２
年
、
遺
骨
を
海
に
ま

い
て
供
養
す
る
海
洋
散
骨
に

神
道
式
の
葬
儀
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
生
前
に
受
け
付
け

る「
終
活
プ
ラ
ン
」の
事
業
会

社
を
設
立
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

で
全
国
の
神
社
に
参
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
青
森
、
福
岡
県
な

ど
の
５
神
社
が
加
盟
し
、２
４

年
の
収
入
は
１
億
５
０
０
０
万

円
に
上
っ
た
。

　
以
前
の
収
入
は
正
月
の
さ
い

銭
や
お
守
り
代
で
年
５
０
０
万

円
程
度
だ
っ
た
。
父
や
先
代
の

祖
父
は
古
物
商
や
コ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
の
生
産
者
を
兼
ね
て
い
た

が
、
高
瀬
さ
ん
は
神
社
に
関
連

す
る
事
業
を
選
ん
だ
。
従
来
は

宗
教
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
神
職

も
多
か
っ
た
が
、「
自
立
し
て
存

続
す
る
に
は
経
営
的
な
視
点
が

欠
か
せ
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
全
国
の
神
社
は
２
３
年
末
で

約
７
万
８
０
０
０
社
。た
だ
、

神
職
は
約
２
万
人
に
と
ど
ま

り
、亡
く
な
る
な
ど
し
た
場
合
、

近
隣
の
宮
司
が
神
社
の
管
理
を

引
き
継
ぐ
場
合
が
多
い
。
中
に

は
１
人
で
数
十
社
を
担
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
収
入
源
の
確
保
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

40

2
0
2
5
年
4
月
1
7
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

さ
い
銭
頼
み
脱
却
へ

若
手
神
職
あ
の
手
こ
の
手

カ
ナ
ダ
の
高
速
道
路
脇

に
「
T
E
X
T
A
N
D

D
R
I
V
E
」と
記
し
た
看

板
が
あ
り
ま
す
。
訳
す
る

と
「
運
転
中
に
ス
マ
ホ
を
お

使
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
看
板
の
下
部

を
見
る
と
、「
W
A
T
H
A
N

F
U
N
E
R
A
L
H
O
M
E
」

と
架
空
の
葬
儀
場
の
名
前

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
看
板
は
、
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
広
告
代

理
店
J
o
h
n
S
t
.
と

C
i
e
s
l
o
k
M
e
d
i
a

が
製
作
し
た
も
の
。
同
社
は

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
『々
ド
ラ

イ
ブ
中
の
ス
マ
ホ
操
作
は
や

め
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
広
告

を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
事
故
の
数
は
増
加
の

一
途
で
す
。そ
こ
で
、
逆
転
の

発
想
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
」と
語
り
ま
す
。

架
空
の
葬
儀
場
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
は
、「
よ
う
こ
そ
。

あ
な
た
が
こ
こ
へ
来
た
と
い

う
こ
と
は
、看
板
広
告
を
見

た
と
い
う
こ
と
で
す
」と
始
ま

り
、説
明
文
に
は
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
で
は
2
0
1
3
年

か
ら
3
年
連
続
で
、前
方
不

注
視
に
よ
る
事
故
死
亡
者
数

が
飲
酒
運
転
を
上
回
り
、う

ち
半
分
以
上
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た

こ
と
、事
故
で
死
亡
す
る
の

が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く

同
乗
者
や
ま
っ
た
く
無
関
係

な
歩
行
者
に
も
多
数
お
よ
ぶ

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、運
転

中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯

電
話
の
操
作
が
危
険
行
為
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

運
転
中
の
ス
マ
ホ
使
用
を
推
奨
？

葬
儀
場
の
看
板
広
告
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
と
は

2
0
2
0
年
4
月
1
3
日
更
新

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

自宅全焼の葬儀社の男性 山火事で焼失した遺影を無償提供＜岩手県大船渡市＞
　
大
船
渡
市
三
陸
町
綾
里
で

葬
儀
会
社
「
総
合
葬
祭
米
沢
」

を
家
族
で
経
営
す
る
米
沢
優

希
さ
ん
。
経
営
す
る
2
つ
の
葬

儀
場
の
う
ち
綾
里
地
区
の
施

設
は
東
日
本
大
震
災
で
津
波

が
押
し
寄
せ
半
壊
。
そ
れ
で
も

復
旧
し
地
区
で
唯
一
の
葬
儀
場

と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん
は

2
0
2
4
年
8
月
に
第
一
子
と

な
る
長
男
が
誕
生
し
、
家
族
へ

の
思
い
を
強
く
す
る
な
か

2
0
2
5
年
2
月
、
山
林
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
米
沢
さ
ん

「
こ
の
地
域
自
体
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
く
ら
い
の
炎
の
勢
い
」
自
宅

は
避
難
指
示
の
対
象
に
な
っ
た

た
め
、
安
全
な
地
域
に
あ
る
葬

儀
場
の
一
室
で
1
週
間
あ
ま
り

寝
泊
ま
り
を
し
ま
し
た
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

1
2
日
ぶ
り
に
帰
宅
す
る
と
自

宅
は
全
焼
し
骨
組
み
さ
え
残
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
沢
さ

ん
「
が
れ
き
の
中
に
鉄
で
で
き

て
い
る
仏
具
が
形
が
ぎ
り
ぎ
り

分
か
る
く
ら
い
の
状
態
で
燃
え

残
っ
て
い
ま
し
た
」
火
災
で
大

切
な
先
祖
代
々
の
遺
影
も
失

い
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
火
災
で
遺
影
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
住
宅
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
総
合
葬
祭
米
沢

で
は
約
2
0
年
前
ま
で
の
顔
写

真
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
遺

影
を
復
元
し
て
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
米

沢
さ
ん
「
写
真
の
デ
ー
タ
を
探

し
て
復
元
で
き
れ
ば
印
刷
を
し

て
額
に
納
め
た
状
態
で
ご
家

族
に
お
返
し
し
た
い
。
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
」。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
米
沢

さ
ん
の
恩
返
し
で
す
。
米
沢
さ

ん
「
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
残
し

て
い
き
た
い
。
自
宅
を
ど
こ
に

再
建
で
き
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
地
域
と
ず
っ
と
関

わ
っ
て
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た

い
」
代
々
受
け
継
い
で
き
た
の

は
自
然
と
こ
の
地
域
を
大
好

き
に
な
る
優
し
い
町
づ
く
り
。

思
い
の
強
い
土
地
で
明
る
い
未

来
を
見
据
え
ま
す
。

愛
し
の
オ
ス
カ
ル
が

葬
儀
社
の
宣
伝
大
使
に

　
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
I
P
（
知
的
財

産
）
の
力
で
支
援
す
る
目
的
で

株
式
会
社
シ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に

よ
り
発
足
し
た
「
社
会
を
良
く

す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公

式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な
っ
た
株

式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー
（
埼
玉
県
）

は
、
1
9
7
2
年
に
連
載
を
開

始
し
、
そ
の
圧
倒
的
な
人
気
で

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た

池
田
理
代
子
氏
の
『
ベ
ル
サ
イ

ユ
の
ば
ら
』
に
登
場
す
る
ア
ン

ド
レ
、
オ
ス
カ
ル
、マ
リ
ー
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
宣
伝
大
使
と

し
て
H
P
上
で
会
館
の
案
内
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
施
主
と
な
る
世
代
に
向
け

「
愛
し
の
オ
ス
カ
ル
宣
伝
大
使

に
」「
フ
ェ
ル
ゼ
ン
の
秘
策
」「
ロ

ザ
リ
ー
の
心
配
事
」「
館
内
見

学
」
な
ど
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
サ
イ
ト
を
牽
引
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
交
流

　
株
式
会
社
セ
レ
モ（
三
重
県
）

は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と

し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
教
室

1
2
月
1
0
日
プ
ロ
野
球
の

現
役
ス
カ
ウ
ト
の
方
が
志
摩
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
空
き
時
間

を
利
用
し
地
元
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
熱
心
に
指
導
を
聞
き
、
み

る
み
る
上
達
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

1
月
1
3
・
1
4
日
に
ゴ
ッ

ツ
石
島
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
回
と

な
る
今
回
は
旧
二
見
中
学
校
体

育
館
と
、
志
摩
市
に
あ
る
阿
児

ア
リ
ー
ナ
の
2
か
所
で
開
催
。

元
日
本
代
表
で
あ
る
石
島
選
手

の
指
導
を
受
け
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
4
月
5
日

岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ

株
式
会
社
セ
レ
モ
ニ
ー

H
P
掲
載
内
容
か
ら
編
集

セ
レ
モ
の
家
族
葬
H
P
よ
り

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。後回し

子や孫にまで
のしかかる

(30代 女性 30代 メロ)

財産は
ないから揉めぬと

威張る父
(60代 男性 置楽)

相続は
背中で言わず
声にして

(30代 男性 空松かじき)



島
根
の
空
港
利
用
促
進
に
「
火

葬
」
都
会
の
火
葬
場
不
足
費
用

高
騰
に
着
目

益
田
商
議
所
地
域
開
発
委
員
会

（
島
根
県
）
が
、
萩
・
石
見
空
港
羽
田

便
の
利
用
促
進
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
優
秀
賞
に
、
火
葬
場
が
不
足
す

る
都
市
部
の
困
り
事
を
解
決
す
る

「
地
方
火
葬
」の
プ
ラ
ン
を
選
ん
だ
。

　
地
元
、
高
津
川
葬
祭
社
の
有
田

学
取
締
役
が
提
案
。
東
京
２
３
区
は

火
葬
場
不
足
に
よ
っ
て
２
〜
３
週
間

の
待
ち
が
発
生
し
、
遺
体
の
防
腐
処

理
費
用
な
ど
で
料
金
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
羽
田
便
で
遺
体
を
空
輸
し
、
萩
・

石
見
空
港
周
辺
の
火
葬
場
を
利
用

す
れ
ば
待
ち
は
な
く
、
全
体
費
用
も

抑
え
ら
れ
る
利
点
を
強
調
。
火
葬
に

立
ち
会
う
遺
族
の
搭
乗
を
見
込
み
、

宿
泊
や
観
光
と
セ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
を

設
け
る
こ
と
で
利
用
者
は
２
０
２
８

年
に
月
５
６
人
（
２
８
組
）
を
目
指

す
計
画
を
掲
げ
た
。

商
工
会
議
所
か
ら
賞
状
と
賞
金
を

受
け
取
っ
た
有
田
氏
は「
プ
ラ
ン
を

通
じ
て
利
用
者
を
増
や
し
、
地
方
と

都
市
部
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
関

係
を
実
現
し
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

(2)  

2
0
2
5
年
3
月
2
4
日
朝
日
新
聞

A
T
M
前
で
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
に
―
。
大
阪
府

議
会
が
2
4
日
、こ
う
し
た
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
全
国
初
の
条
例
改
正

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
相
次

ぐ
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
、
8
月
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
る
。

　
条
例
改
正
で
は
、
A
T
M
前
で

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
し
、
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
に
は
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
る
取
引
を
確
認

し
た
場
合
の
金
融
機
関
か
ら
の
通
報

を
義
務
化
す
る
ほ
か
、7
0
歳
以
上

の
高
齢
者
が
府
内
で
開
設
し
て
い
る

口
座
の
う
ち
、
過
去
3
年
間
に

A
T
M
か
ら
振
り
込
み
を
行
っ
て
い

な
い
口
座
に
つ
い
て
、
振
り
込
み
上

限
額
を
1
日
あ
た
り
1
0
万
円
以
下

に
引
き
下
げ
る
こ
と
も
義
務
と
す

る
。
さ
ら
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
手
口
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

大
阪
府
議
会
で
可
決
A
T
M
前
で
の

高
齢
者
の
通
話
禁
止
を
義
務
化

ン
ビ
ニ
な
ど
の
販
売
店
舗
は
一
度
の

会
計
が
5
万
円
を
超
え
る
場
合
に
詐

欺
の
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
も
義
務
づ
け
た
。

　
府
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
対
策
を

「
義
務
」
と
し
て
定
め
た
条
例
は
な

い
。い
ず
れ
も
罰
則
規
定
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
策
で

防
犯
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い

考
え
だ
。
今
回
の
条
例
改
正
の
背
景

に
は
、
深
刻
な
詐
欺
被
害
の
状
況
が

あ
る
。
2
0
2
4
年
の
府
内
の
詐
欺

被
害
件
数
（
速
報
値
）
は
被
害
件
数

2
6
5
8
件
、
被
害
総
額
約
6
3
億

8
2
7
5
万
円
で
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の
約

7
0
%
が
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
っ
た
。
単
純
計
算
で
1
日
あ
た
り

1
7
0
0
万
円
余
り
が
だ
ま
し
取
ら

れ
て
お
り
、
府
は
条
例
改
正
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
た
。

2
0
2
5
年
2
月
2
8
日

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

生
命
保
険
で
葬
儀
代
金

支
払
い
も
可
能

　
相
続
財
産
の
多
く
が
不
動
産
や

預
貯
金
で
、
現
金
が
手
元
に
な
い
場

合
、
様
々
な
支
払
い
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
活
用
で

き
る
の
が
「
生
命
保
険
に
よ
る
資
金

調
達
」。
請
求
か
ら
早
い
段
階
で
受

け
取
れ
る
た
め
、
相
続
発
生
直
後
の

資
金
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
有

効
で
す
。

被
相
続
人
を
被
保
険
者
、
相
続

人
を
保
険
金
受
取
人
と
し
て
終
身

保
険
に
加
入
す
る
と
、
被
相
続
人

の
死
亡
時
に
相
続
人
は
死
亡
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

死
亡
保
険
金
は
、
請
求
書
類
が
保

険
会
社
に
到
着
し
た
翌
日
か
ら
、

5
営
業
日
程
度
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
命
保
険
金
は
受
取
人
固
有
の

財
産
な
の
で
、
他
の
相
続
人
の
同
意

を
得
る
必
要
は
な
く
、
遺
産
分
割

協
議
の
終
了
を
待
つ
必
要
も
な
い
。

こ
の
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
相
続
人

は
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

葬
儀
費
用
や
未
払
い
医
療
費
な
ど

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
有
限
会
社
縁
）

僧
侶
と
の
意
見
交
換
・
研
修
会
開
催

記
事
よ
り
抜
粋
・
編
集

墓
じ
ま
い
急
増

そ
の
先
に
あ
る「
再
火
葬
」

　
お
墓
じ
ま
い
が
急
増
す
る
中
、
墓

を
撤
去
し
た
後
の
遺
骨
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。「
再
火
葬
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
改
葬
の
際
に
、
納
骨
堂
や
合
葬
墓

の
受
け
入
れ
条
件
と
し
て
、
再
火
葬

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
お
墓
に
納
骨
後
、
時
間

経
過
に
よ
り
骨
壺
内
に
結
露
が
溜

ま
り
遺
骨
が
濡
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遺
骨
を
乾
燥
さ
せ
る
目

的
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
納
骨
先

の
受
け
入
れ
条
件
に
適
応
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
火
葬
が
必
要
と
な
る
理
由
は

❶
乾
燥
し
て
い
な
い
遺
骨
は
受
け
入

れ
不
可
❷
骨
壺
の
大
き
さ
な
ど
、

様
々
な
基
準
を
設
け
て
い
る
納
骨
施

設
が
増
え
た
❸
土
葬
さ
れ
て
い
た
遺

骨
を
納
骨
堂
な
ど
へ
移
骨
す
る
際
に

改
め
て
火
葬
が
必
要
な
ど
で
再
火
葬

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
2
7
日
　
山
陰
中
央
新
報

葬儀代金が
振り込めない…

(7)  

ご供養アイテム & 仏具 あれこれ…

新
た
な
フ
ォ
ー
マ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
モ
レ
イ
」

「
喪
服
で
も
、
今
の
時
代

の
空
気
感
に
合
い
、
な
お

か
つ
悼
み
の
シ
ー
ン
以
外
に

も
着
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
」

デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
新
し

い
喪
服
「
モ
レ
イ
」
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
格
式
高
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を
思
わ

せ
る
ア
イ
テ
ム
や
ラ
イ
ン
、

そ
し
て
い
つ
の
時
代
に
も

美
し
い
佇
ま
い
を
完
成
さ

せ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
と
デ
イ

リ
ー
に
も
溶
け
込
む
デ
ィ

テ
ー
ル
。
そ
の
両
方
を
か
ね

そ
な
え
た
正
統
派
の
モ
ー

ド
感
に
よ
っ
て
、「
美
し
く

悼
む
」
姿
を
実
現
し
ま
す
。

仏
壇
作
り
４
連
覇
の

技
術
を
継
承
し
た
い

　
２
月
に
東
京
で
開
か
れ

た
「
第
２
６
回
全
国
伝
統

的
工
芸
品
仏
壇
仏
具
展
」

で
、
最
高
賞
の
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は

東
広
島
市
で
仏
壇
店
を
営

む
蓮
池
稔
さ
ん
。
４
回
連

続
の
受
賞
で
、
京
都
や
金

沢
な
ど
の
名
だ
た
る
ラ
イ

バ
ル
を
抑
え
て
達
成
し
た

快
挙
だ
。

国
の
指
定
を
受
け
た
伝

統
的
工
芸
品
「
広
島
仏
壇
」

は
、
木
地
、須
弥
壇
（
し
ゅ

み
だ
ん
）
、
漆
塗
り
な
ど
七

つ
の
工
程
に
分
か
れ
る
。
東

広
島
市
で
木
地
師
を
し
て

い
た
父
の
希
望
で
、
漆
塗
り

や
金
箔
押
し
な
ど
の「
塗

師
（
ぬ
し
）
」に
な
る
た
め
、

広
島
、
鹿
児
島
で
弟
子
入

り
し
、７
年
間
修
業
し
た
。

「
昭
和
の
時
代
で
す
か
ら
指

導
は
厳
し
く
て
、
師
匠
に
よ

く
殴
ら
れ
ま
し
た
」。

今
回
の
受
賞
作
は「
総

開
欅
玉
杢
造
（
そ
う
び
ら
き

線
香
メ
ー
カ
ー

　
線
香
製
造
押
し
出
し
機
。

耐
久
性
に
優
れ
た
軽
量
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
合
金
製
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル
。

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
、

初
心
者
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
線
香
作
り
に
必
要
な

粘
性
の
高
い
材
料
は
押
出

す
の
に
も
か
な
り
の
力
が

必
要
で
す
が
、Ｔ
型
ハ
ン
ド

ル
を
回
す
だ
け
な
の
で
女

性
で
も
楽
に
押
出
し
形
成

で
き
、D
I
Y
感
覚
で
お
好

み
の
香
り
と
色
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
お
線
香
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
手
入
れ
簡

単
で
、
太
さ
も
お
線
香
と
し

て
最
適
な
直
径
2
ミ
リ
サ

イ
ズ
で
す
。

け
や
き
た
ま
も
く
づ
く
り
」。

２
年
が
か
り
の
力
作
で
、
仏

壇
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
国
宝

「
玉
虫
厨
子
（
た
ま
む
し
の

ず
し
）」の
技
法
を
取
り
入

れ
、緑
色
に
光
る
タ
マ
ム
シ

の
羽
２
０
０
枚
を
使
っ
た
。

ま
た
、
漆
を
重
ね
て
５
年
が

か
り
で
作
っ
た「
堆
漆
（
つ

い
し
つ
）
」
を
削
り
だ
し
た

鯱
（
し
ゃ
ち
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
贅
を
こ
ら
し
た
。「
上

位
に
入
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
４
連
覇
と
は
」
と

喜
び
を
隠
さ
な
い
。

　
今
、
市
販
さ
れ
て
い
る

仏
壇
の
多
く
は
、
海
外
の

工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
た

物
だ
と
い
う
。
広
島
仏
壇

に
携
わ
る
伝
統
工
芸
士
は

県
内
に
９
人
し
か
お
ら
ず
、

高
齢
化
が
進
む
。
自
身
の

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。「
技
術
継
承
の
た
め
に

毎
回
出
品
し
て
い
る
が
、こ

の
技
は
私
で
途
切
れ
る
の

か
な
」。
華
や
か
な
活
躍
の

陰
で
、
悩
み
は
深
ま
る
。

【
遺
族
外
来  

ー
大
切
な

人
を
失
っ
て
も
】

著
者
／
大
西
秀
樹

出
版
／
河
出
書
房
新
社

こ
の
本
に
は
遺
族
外
来
に

来
る
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
若
く
し

て
お
嬢
さ
ん
を
が
ん
で
な
く

さ
れ
た
方
、
病
室
で
や
さ
し

か
っ
た
ご
主
人
を
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
る
方
、
遺
族
と

な
っ
た
母
親
を
支
え
る
お
子

さ
ん
な
ど
、
残
さ
れ
た
側
の

方
々
の
視
点
で
描
か
れ
て
い

る
。「
患
者
さ
ん
は
、
新
し

い
世
界
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

著
者
の
そ
う
し
た
思
い
に
、

い
つ
の
間
に
か
背
中
を
押
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

【
大
人
の
語
彙
力
が

身
に
つ
く
本
】

出
版
／
か
ん
き
出
版

語
彙
力
の
あ
る
人
や
、
話
し

て
い
て
知
性
を
感
じ
る
人

は
、
適
切
な
文
脈
で
豊
富
な

言
葉
を
使
い
こ
な
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
言
葉
の
意
味
だ

け
で
な
く
、「
使
用
シ
ー
ン
」

「
成
り
立
ち
」「
強
さ
、重
み
」

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
い
っ
た
基

本
知
識
に
加
え
、
知
性
あ
ふ

れ
る
言
葉
を
日
常
で
使
い
こ

な
す
た
め
の
解
説
を
つ
け
ま

し
た
。
普
段
の
会
話
は
も
ち

ろ
ん
、仕
事
で
の
や
り
と
り
、

メ
ー
ル
や
手
紙
、
お
詫
び
す

る
と
き
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
使
え
る
語
彙
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

2
0
2
5
年
3
月
3
0
日

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

2
0
2
4
年
2
月
2
7
日

P
R
T
I
M
E
S

(

D
i
a
m
o
n
d
e
y
e
s
S
t
u
d
i
o)

A
m
a
z
o
n

島
根
の
空
港
利
用
促
進
に
「
火

葬
」
都
会
の
火
葬
場
不
足
費
用

高
騰
に
着
目

益
田
商
議
所
地
域
開
発
委
員
会

（
島
根
県
）
が
、
萩
・
石
見
空
港
羽
田

便
の
利
用
促
進
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
優
秀
賞
に
、
火
葬
場
が
不
足
す

る
都
市
部
の
困
り
事
を
解
決
す
る

「
地
方
火
葬
」の
プ
ラ
ン
を
選
ん
だ
。

　
地
元
、
高
津
川
葬
祭
社
の
有
田

学
取
締
役
が
提
案
。
東
京
２
３
区
は

火
葬
場
不
足
に
よ
っ
て
２
〜
３
週
間

の
待
ち
が
発
生
し
、
遺
体
の
防
腐
処

理
費
用
な
ど
で
料
金
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
羽
田
便
で
遺
体
を
空
輸
し
、
萩
・

石
見
空
港
周
辺
の
火
葬
場
を
利
用

す
れ
ば
待
ち
は
な
く
、
全
体
費
用
も

抑
え
ら
れ
る
利
点
を
強
調
。
火
葬
に

立
ち
会
う
遺
族
の
搭
乗
を
見
込
み
、

宿
泊
や
観
光
と
セ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
を

設
け
る
こ
と
で
利
用
者
は
２
０
２
８

年
に
月
５
６
人
（
２
８
組
）
を
目
指

す
計
画
を
掲
げ
た
。

商
工
会
議
所
か
ら
賞
状
と
賞
金
を

受
け
取
っ
た
有
田
氏
は「
プ
ラ
ン
を

通
じ
て
利
用
者
を
増
や
し
、
地
方
と

都
市
部
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
関

係
を
実
現
し
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

(2)  

2
0
2
5
年
3
月
2
4
日
朝
日
新
聞

A
T
M
前
で
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
に
―
。
大
阪
府

議
会
が
2
4
日
、こ
う
し
た
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
全
国
初
の
条
例
改
正

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
相
次

ぐ
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
、
8
月
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
る
。

　
条
例
改
正
で
は
、
A
T
M
前
で

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
携
帯
電

話
で
の
通
話
を
禁
止
し
、
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
に
は
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
る
取
引
を
確
認

し
た
場
合
の
金
融
機
関
か
ら
の
通
報

を
義
務
化
す
る
ほ
か
、7
0
歳
以
上

の
高
齢
者
が
府
内
で
開
設
し
て
い
る

口
座
の
う
ち
、
過
去
3
年
間
に

A
T
M
か
ら
振
り
込
み
を
行
っ
て
い

な
い
口
座
に
つ
い
て
、
振
り
込
み
上

限
額
を
1
日
あ
た
り
1
0
万
円
以
下

に
引
き
下
げ
る
こ
と
も
義
務
と
す

る
。
さ
ら
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
手
口
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

大
阪
府
議
会
で
可
決
A
T
M
前
で
の

高
齢
者
の
通
話
禁
止
を
義
務
化

ン
ビ
ニ
な
ど
の
販
売
店
舗
は
一
度
の

会
計
が
5
万
円
を
超
え
る
場
合
に
詐

欺
の
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
も
義
務
づ
け
た
。

　
府
に
よ
る
と
、こ
う
し
た
対
策
を

「
義
務
」
と
し
て
定
め
た
条
例
は
な

い
。い
ず
れ
も
罰
則
規
定
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
策
で

防
犯
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い

考
え
だ
。
今
回
の
条
例
改
正
の
背
景

に
は
、
深
刻
な
詐
欺
被
害
の
状
況
が

あ
る
。
2
0
2
4
年
の
府
内
の
詐
欺

被
害
件
数
（
速
報
値
）
は
被
害
件
数

2
6
5
8
件
、
被
害
総
額
約
6
3
億

8
2
7
5
万
円
で
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の
約

7
0
%
が
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
っ
た
。
単
純
計
算
で
1
日
あ
た
り

1
7
0
0
万
円
余
り
が
だ
ま
し
取
ら

れ
て
お
り
、
府
は
条
例
改
正
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
た
。

2
0
2
5
年
2
月
2
8
日

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

生
命
保
険
で
葬
儀
代
金

支
払
い
も
可
能

　
相
続
財
産
の
多
く
が
不
動
産
や

預
貯
金
で
、
現
金
が
手
元
に
な
い
場

合
、
様
々
な
支
払
い
に
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
活
用
で

き
る
の
が
「
生
命
保
険
に
よ
る
資
金

調
達
」。
請
求
か
ら
早
い
段
階
で
受

け
取
れ
る
た
め
、
相
続
発
生
直
後
の

資
金
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
有

効
で
す
。

被
相
続
人
を
被
保
険
者
、
相
続

人
を
保
険
金
受
取
人
と
し
て
終
身

保
険
に
加
入
す
る
と
、
被
相
続
人

の
死
亡
時
に
相
続
人
は
死
亡
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

死
亡
保
険
金
は
、
請
求
書
類
が
保

険
会
社
に
到
着
し
た
翌
日
か
ら
、

5
営
業
日
程
度
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
命
保
険
金
は
受
取
人
固
有
の

財
産
な
の
で
、
他
の
相
続
人
の
同
意

を
得
る
必
要
は
な
く
、
遺
産
分
割

協
議
の
終
了
を
待
つ
必
要
も
な
い
。

こ
の
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
相
続
人

は
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

葬
儀
費
用
や
未
払
い
医
療
費
な
ど

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
有
限
会
社
縁
）

僧
侶
と
の
意
見
交
換
・
研
修
会
開
催

記
事
よ
り
抜
粋
・
編
集

墓
じ
ま
い
急
増

そ
の
先
に
あ
る「
再
火
葬
」

　
お
墓
じ
ま
い
が
急
増
す
る
中
、
墓

を
撤
去
し
た
後
の
遺
骨
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。「
再
火
葬
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
改
葬
の
際
に
、
納
骨
堂
や
合
葬
墓

の
受
け
入
れ
条
件
と
し
て
、
再
火
葬

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
お
墓
に
納
骨
後
、
時
間

経
過
に
よ
り
骨
壺
内
に
結
露
が
溜

ま
り
遺
骨
が
濡
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遺
骨
を
乾
燥
さ
せ
る
目

的
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
納
骨
先

の
受
け
入
れ
条
件
に
適
応
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
火
葬
が
必
要
と
な
る
理
由
は

❶
乾
燥
し
て
い
な
い
遺
骨
は
受
け
入

れ
不
可
❷
骨
壺
の
大
き
さ
な
ど
、

様
々
な
基
準
を
設
け
て
い
る
納
骨
施

設
が
増
え
た
❸
土
葬
さ
れ
て
い
た
遺

骨
を
納
骨
堂
な
ど
へ
移
骨
す
る
際
に

改
め
て
火
葬
が
必
要
な
ど
で
再
火
葬

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

2
0
2
5
年
3
月
2
7
日
　
山
陰
中
央
新
報

葬儀代金が
振り込めない…

(7)  

ご供養アイテム & 仏具 あれこれ…

新
た
な
フ
ォ
ー
マ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
モ
レ
イ
」

「
喪
服
で
も
、
今
の
時
代

の
空
気
感
に
合
い
、
な
お

か
つ
悼
み
の
シ
ー
ン
以
外
に

も
着
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
」

デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
新
し

い
喪
服
「
モ
レ
イ
」
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
格
式
高
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を
思
わ

せ
る
ア
イ
テ
ム
や
ラ
イ
ン
、

そ
し
て
い
つ
の
時
代
に
も

美
し
い
佇
ま
い
を
完
成
さ

せ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
と
デ
イ

リ
ー
に
も
溶
け
込
む
デ
ィ

テ
ー
ル
。
そ
の
両
方
を
か
ね

そ
な
え
た
正
統
派
の
モ
ー

ド
感
に
よ
っ
て
、「
美
し
く

悼
む
」
姿
を
実
現
し
ま
す
。

仏
壇
作
り
４
連
覇
の

技
術
を
継
承
し
た
い

　
２
月
に
東
京
で
開
か
れ

た
「
第
２
６
回
全
国
伝
統

的
工
芸
品
仏
壇
仏
具
展
」

で
、
最
高
賞
の
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は

東
広
島
市
で
仏
壇
店
を
営

む
蓮
池
稔
さ
ん
。
４
回
連

続
の
受
賞
で
、
京
都
や
金

沢
な
ど
の
名
だ
た
る
ラ
イ

バ
ル
を
抑
え
て
達
成
し
た

快
挙
だ
。

国
の
指
定
を
受
け
た
伝

統
的
工
芸
品
「
広
島
仏
壇
」

は
、
木
地
、須
弥
壇
（
し
ゅ

み
だ
ん
）
、
漆
塗
り
な
ど
七

つ
の
工
程
に
分
か
れ
る
。
東

広
島
市
で
木
地
師
を
し
て

い
た
父
の
希
望
で
、
漆
塗
り

や
金
箔
押
し
な
ど
の「
塗

師
（
ぬ
し
）
」に
な
る
た
め
、

広
島
、
鹿
児
島
で
弟
子
入

り
し
、７
年
間
修
業
し
た
。

「
昭
和
の
時
代
で
す
か
ら
指

導
は
厳
し
く
て
、
師
匠
に
よ

く
殴
ら
れ
ま
し
た
」。

今
回
の
受
賞
作
は「
総

開
欅
玉
杢
造
（
そ
う
び
ら
き

線
香
メ
ー
カ
ー

　
線
香
製
造
押
し
出
し
機
。

耐
久
性
に
優
れ
た
軽
量
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
合
金
製
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル
。

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で
、

初
心
者
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
線
香
作
り
に
必
要
な

粘
性
の
高
い
材
料
は
押
出

す
の
に
も
か
な
り
の
力
が

必
要
で
す
が
、Ｔ
型
ハ
ン
ド

ル
を
回
す
だ
け
な
の
で
女

性
で
も
楽
に
押
出
し
形
成

で
き
、D
I
Y
感
覚
で
お
好

み
の
香
り
と
色
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
お
線
香
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
手
入
れ
簡

単
で
、
太
さ
も
お
線
香
と
し

て
最
適
な
直
径
2
ミ
リ
サ

イ
ズ
で
す
。

け
や
き
た
ま
も
く
づ
く
り
」。

２
年
が
か
り
の
力
作
で
、
仏

壇
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
国
宝

「
玉
虫
厨
子
（
た
ま
む
し
の

ず
し
）」の
技
法
を
取
り
入

れ
、緑
色
に
光
る
タ
マ
ム
シ

の
羽
２
０
０
枚
を
使
っ
た
。

ま
た
、
漆
を
重
ね
て
５
年
が

か
り
で
作
っ
た「
堆
漆
（
つ

い
し
つ
）
」
を
削
り
だ
し
た

鯱
（
し
ゃ
ち
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
贅
を
こ
ら
し
た
。「
上

位
に
入
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
４
連
覇
と
は
」
と

喜
び
を
隠
さ
な
い
。

　
今
、
市
販
さ
れ
て
い
る

仏
壇
の
多
く
は
、
海
外
の

工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
た

物
だ
と
い
う
。
広
島
仏
壇

に
携
わ
る
伝
統
工
芸
士
は

県
内
に
９
人
し
か
お
ら
ず
、

高
齢
化
が
進
む
。
自
身
の

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。「
技
術
継
承
の
た
め
に

毎
回
出
品
し
て
い
る
が
、こ

の
技
は
私
で
途
切
れ
る
の

か
な
」。
華
や
か
な
活
躍
の

陰
で
、
悩
み
は
深
ま
る
。

【
遺
族
外
来  

ー
大
切
な

人
を
失
っ
て
も
】

著
者
／
大
西
秀
樹

出
版
／
河
出
書
房
新
社

こ
の
本
に
は
遺
族
外
来
に

来
る
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
若
く
し

て
お
嬢
さ
ん
を
が
ん
で
な
く

さ
れ
た
方
、
病
室
で
や
さ
し

か
っ
た
ご
主
人
を
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
る
方
、
遺
族
と

な
っ
た
母
親
を
支
え
る
お
子

さ
ん
な
ど
、
残
さ
れ
た
側
の

方
々
の
視
点
で
描
か
れ
て
い

る
。「
患
者
さ
ん
は
、
新
し

い
世
界
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

著
者
の
そ
う
し
た
思
い
に
、

い
つ
の
間
に
か
背
中
を
押
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

【
大
人
の
語
彙
力
が

身
に
つ
く
本
】

出
版
／
か
ん
き
出
版

語
彙
力
の
あ
る
人
や
、
話
し

て
い
て
知
性
を
感
じ
る
人

は
、
適
切
な
文
脈
で
豊
富
な

言
葉
を
使
い
こ
な
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
言
葉
の
意
味
だ

け
で
な
く
、「
使
用
シ
ー
ン
」

「
成
り
立
ち
」「
強
さ
、重
み
」

「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
い
っ
た
基

本
知
識
に
加
え
、
知
性
あ
ふ

れ
る
言
葉
を
日
常
で
使
い
こ

な
す
た
め
の
解
説
を
つ
け
ま

し
た
。
普
段
の
会
話
は
も
ち

ろ
ん
、仕
事
で
の
や
り
と
り
、

メ
ー
ル
や
手
紙
、
お
詫
び
す

る
と
き
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
使
え
る
語
彙
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

仕
事
に
役
立
つ
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

2
0
2
5
年
3
月
3
0
日

読
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新
聞
オ
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ラ
イ
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2
0
2
4
年
2
月
2
7
日

P
R
T
I
M
E
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(1)  2025年5月

2025年

5月号

欧米にはなぜ
寝たきり老人がいないのか

ヨミドクター記事アーカイブ
（宮本顕二）

販促カレンダー＜5 月＞　皐月
12345678910111213141516171819202122232425262728293031

メ
ー
デ
ー
、八
十
八
夜
、富
山
高
岡
御
車
山
祭

奈
良
東
大
寺
聖
武
天
皇
祭
、山
口
下
関
海
峡
祭(

〜
４
日)

憲
法
記
念
日
、福
岡
博
多
ど
ん
た
く(

〜
４
日)

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日
、立
夏
、神
奈
川
国
府
祭

世
界
赤
十
字
デ
ー

茨
城
笠
間
稲
荷
御
田
植
祭
、東
京
下
谷
神
社
祭(

〜
13
日)

、東
京
神
田
祭(

〜
14
日)

母
の
日
、岐
阜
長
良
川
鵜
飼
開
き

島
根
出
雲
大
社
大
祭
礼(

〜
16
日)

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日(

〜
18
日)

奈
良
興
福
寺
薪
御
能(

17
日
〜)

、小
満
、静
岡
伊
豆
下
田
黒
船
祭(

〜
18
日)

奈
良
唐
招
提
寺
う
ち
わ
ま
き
、福
井
三
国
祭
・
山
形
酒
田
ま
つ
り(

〜
21
日)

東
京
浅
草
三
社
祭(

16
日
〜)

本
願
寺
宗
祖
降
誕
会(

〜
21
日)

東
京
五
條
天
神
社
例
大
祭
、東
京
湯
島
天
満
宮
例
大
祭(

〜
28
日
）

福
岡
筥
崎
宮
さ
つ
き
大
祭(

〜
28
日)

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
大
国
で
あ

る
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
は
、い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人

は
い
な
い
と
、
ど
の
福
祉
関
係
の

本
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
他
の

国
で
は
ど
う
な
の
か
と
思
い
、
学

会
の
招
請
講
演
で
来
日
し
た
イ
ギ

リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
医
師
を
つ
か
ま
え
て
聞
く

と
、「
自
分
の
国
で
も
寝
た
き
り

老
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。一
方
、
我
が
国
の

い
わ
ゆ
る
老
人
病
院
に
は
、一
言

も
話
せ
な
い
、
胃
ろ
う
（
口
を
介

さ
ず
、
胃
に
栄
養
剤
を
直
接
入
れ

る
た
め
、
腹
部
に
空
け
た
穴
）
が

作
ら
れ
た
寝
た
き
り
の
老
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

不
思
議
で
し
た
。
日
本
の
医
療

水
準
は
決
し
て
低
く
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
優
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
良
い
く
ら
い
で
す
。で
は
な
ぜ
、

外
国
に
は
寝
た
き
り
老
人
は
い
な

い
の
か
？
答
え
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
今
か
ら
５

年
前
に
な
り
ま
す
が
、
認
知
症
を

専
門
に
し
て
い
る
家
内
に
引
き
連

れ
ら
れ
て
、
認
知
症
専
門
医
の
ア

ニ
カ
・
タ
ク
マ
ン
先
生
に
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
近
郊
の
病
院
や
老
人
介
護

施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
予
想
通
り
、
寝
た
き
り
老

人
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

胃
ろ
う
の
患
者
も
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
は
、高
齢
あ
る
い
は
、

が
ん
な
ど
で
終
末
期
を
迎
え
た

ら
、口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

の
は
当
た
り
前
で
、
胃
ろ
う
や
点

滴
な
ど
の
人
工
栄
養
で
延
命
を
図

る
こ
と
は
非
倫
理
的
で
あ
る
と
、

国
民
み
ん
な
が
認
識
し
て
い
る
か

ら
で
し
た
。
逆
に
、
そ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
は
老
人
虐
待
と
い
う
考

え
方
さ
え
あ
る
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
日
本
の
よ
う
に
、
高
齢
で
口

か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
胃
ろ
う
は
作
り
ま
せ
ん

し
、
点
滴
も
し
ま
せ
ん
。
肺
炎
を

起
こ
し
て
も
抗
生
剤
の
注
射
も
し

ま
せ
ん
。
内
服
投
与
の
み
で
す
。

し
た
が
っ
て
両
手
を
拘
束
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、
多

く
の
患
者
さ
ん
は
、
寝
た
き
り
に

な
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
が
い
な
い
の
は
当

然
で
し
た
。

　
さ
て
、
欧
米
が
良
い
の
か
、
日

本
が
良
い
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
全
く
も
の
も
言
え

ず
、
関
節
も
固
ま
っ
て
寝
返
り
す

ら
打
て
な
い
、
そ
し
て
、
胃
ろ
う

を
外
さ
な
い
よ
う
に
両
手
を
拘
束

さ
れ
て
い
る
高
齢
の
認
知
症
患
者

を
目
の
前
に
す
る
と
、
人
間
の
尊

厳
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
家
内
と
私
は
「
将
来
、
原
因

が
な
ん
で
あ
れ
、終
末
期
に
な
り
、

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

き
、
胃
ろ
う
を
含
む
人
工
栄
養
な

ど
の
延
命
処
置
は
一
切
希
望
し
な

い
」
を
書
面
に
し
か
つ
、
子
供
達

に
も
そ
の
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
ま
す
。（
宮
本
顕
二
）

５月（皐月・May）

１日（1851年）

ロンドンで世界初の
万国博覧会が開幕。
ヴィクトリア女王が開
会宣言をする。40カ
国が参加。

第１回万国
博覧会が開幕

2日（1952年）

イギリスで世界初の
ジェット旅客機「コメッ
ト」が就航。初年度だ
けで3万人が搭乗する
人気を博す。

ジェット旅客機
「コメット」就航

3日（1947年）

国民主権、基本的人
権の尊重、象徴天皇
制、戦争の放棄と戦
力の不保持などが定
められている。

「日本国憲法」
施行

4日（1936年）

阪神タイガースの藤
井勇が、日本プロ野
球の公式戦で初めて
の本塁打を記録す
る。

プロ野球初の
本塁打

7日（1888年）

植物学者の伊藤圭
介、数学者の菊池大
麓、物理学者の山川
健次郎ら25人に授与
される。

日本発の
博士号が授与

8日（1987年）

俵万智の第１歌集で、 
280万部のベストセ
ラーとなり、新しい
現代短歌の先駆けと
なる。

「サラダ記念日」
が出版

9日（1929年）

新宿の「武蔵野館」で
日本初のトーキー映
画が公開。アメリカの
短編映画が上映され
る。

日本発のトーキー
映画が公開

10日（1988年）

本州と四国を結ぶ橋
「瀬戸大橋」が開通。
道路と鉄道の併用橋
としては世界最大。

瀬戸大橋が
開通

13日（1972年）

大阪の千日デパート
で起きた火災で、死者
は118名。日本のビル
火災史上最悪の大惨
事。

千日デパート
火災発生

14日（2007年）

日本国憲法改正の手
続きを定める「国民投
票法」が成立。2010年
5月18日に施行され
た。

「国民投票法」
が成立

15日（1972年）

沖縄の施政権がアメ
リカから日本に返還
される。これにより人
口９５万人の「沖縄
県」が発足。

沖縄が日本に
返還

16日（1689年）

松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅へ旅立った。
それにちなんで「旅の
日」と制定されてい
る。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅へ

19日（1952年）

ボクシングの白井義
男がダト・マリノに判
定勝ち。日本初の世
界フライ級チャンピオ
ンに。

白井義男が世界
チャンピオンに

20日（1941年）

東京湾が大型船が入
港可能な外国貿易港
として開港。都はこの
日を「東京湾開港記
念日」に。

東京湾が
開港

21日（1934年）

東京・渋谷駅前に忠
犬ハチ公像が建立さ
れた。モデルとなった
ハチ公も除幕式に列
席した。

渋谷駅前に
忠犬ハチ公像建立

22日（1884年）

フランス･パリで「自由
の女神像」が完成。翌
年、像は214個に分解
され米国・ニューヨー
クへ。

「自由の女神」
が完成

25日（1889年）

山陽鉄道の京都～三
田尻（現：防府）間の急
行列車に日本初の食
堂車が登場。メニュー
は洋食のみ。

日本発の
食堂車が登場

26日（2011年）

ユネスコの歴史的記
録遺産をデジタル技
術で保存する「世界
の記憶」に山本作兵
衛の作品が登録。

「世界の記憶」に
日本で初登録

5日（2012年）

北海道の泊原子力発
電所の3号機が発電
を停止。日本国内の原
子力発電所の稼働基
数がゼロに。

原発の稼働
基数がゼロに

6日（2005年）

日本のプロ野球で初
のセ・パ交流戦が開
幕。初の優勝チーム
は千葉ロッテマリーン
ズ。

セ・パ交流戦
開幕

11日（1970年）

登山家の植村直己が
松浦輝夫と共にエベ
レスト登頂に成功。日
本人初の登頂者とな
る。

エベレストに
日本人初登頂

12日（1964年）

東京12チャンネル（現
テレビ東京）が開局。
当初は民放ながら広
告を流さない放送局
であった。

テレビ東京が
開局

17日（1985年）

女性差別撤廃条約批
准に向けて制定され
た「男女雇用機会均
等法」が可決成立す
る。

「男女雇用機会
均等法」が成立

18日（1964年）

東京・新宿駅東口に
新宿民衆駅ビル「新
宿駅ビル」が完成。コ
インロッカーが初登
場。

コインロッカー
初登場

23日（1980年）

第23回カンヌ国際映
画祭で、黒沢明監督
の「影武者」がグラン
プリを受賞。主演は中
代達矢。

「影武者」が
グランプリ受賞

24日（1903年）

「神戸ゴルフ倶楽部」
がオープン。イギリス
人貿易商A.H.グルー
ムによって六甲山に
造られる。

日本発のゴルフ
場がオープン

29日（1928年）

鉄道省が民間と共同
開発した日本初の国
産電気自動車の試運
転が横浜で行われ
る。

日本発の
電気機関車誕生

30日（1966年）

「週間少年マガジン」
で「巨人の星」の連載
が始まる。TVアニメ
化もされスポ根ブー
ムに。

「巨人の星」
が連載開始

31日（1891年）

ロシアのモスクワか
らシベリア地帯を横
断してウラジオストッ
クに至る世界最長の
鉄道。

シベリア鉄道
の起工式

27日（1937年）

アメリカ西海岸のサ
ンフランシスコの金
門橋（ゴールデンゲー
ト・ブリッジ）が完成
する。

サンフランシスコ
の金門橋完成

28日（1967年）

イギリスの海洋冒険
家チェスターがヨット
で世界一周し、イギリ
スのプリマス湾に戻
る。

ヨットで
世界一周に成功
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万国博覧会が開幕。
ヴィクトリア女王が開
会宣言をする。40カ
国が参加。

第１回万国
博覧会が開幕
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イギリスで世界初の
ジェット旅客機「コメッ
ト」が就航。初年度だ
けで3万人が搭乗する
人気を博す。

ジェット旅客機
「コメット」就航

3日（1947年）

国民主権、基本的人
権の尊重、象徴天皇
制、戦争の放棄と戦
力の不保持などが定
められている。

「日本国憲法」
施行

4日（1936年）

阪神タイガースの藤
井勇が、日本プロ野
球の公式戦で初めて
の本塁打を記録す
る。

プロ野球初の
本塁打

7日（1888年）

植物学者の伊藤圭
介、数学者の菊池大
麓、物理学者の山川
健次郎ら25人に授与
される。

日本発の
博士号が授与

8日（1987年）

俵万智の第１歌集で、 
280万部のベストセ
ラーとなり、新しい
現代短歌の先駆けと
なる。

「サラダ記念日」
が出版

9日（1929年）

新宿の「武蔵野館」で
日本初のトーキー映
画が公開。アメリカの
短編映画が上映され
る。

日本発のトーキー
映画が公開

10日（1988年）

本州と四国を結ぶ橋
「瀬戸大橋」が開通。
道路と鉄道の併用橋
としては世界最大。

瀬戸大橋が
開通

13日（1972年）

大阪の千日デパート
で起きた火災で、死者
は118名。日本のビル
火災史上最悪の大惨
事。

千日デパート
火災発生

14日（2007年）

日本国憲法改正の手
続きを定める「国民投
票法」が成立。2010年
5月18日に施行され
た。

「国民投票法」
が成立

15日（1972年）

沖縄の施政権がアメ
リカから日本に返還
される。これにより人
口９５万人の「沖縄
県」が発足。

沖縄が日本に
返還

16日（1689年）

松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅へ旅立った。
それにちなんで「旅の
日」と制定されてい
る。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅へ

19日（1952年）

ボクシングの白井義
男がダト・マリノに判
定勝ち。日本初の世
界フライ級チャンピオ
ンに。

白井義男が世界
チャンピオンに

20日（1941年）

東京湾が大型船が入
港可能な外国貿易港
として開港。都はこの
日を「東京湾開港記
念日」に。

東京湾が
開港

21日（1934年）

東京・渋谷駅前に忠
犬ハチ公像が建立さ
れた。モデルとなった
ハチ公も除幕式に列
席した。

渋谷駅前に
忠犬ハチ公像建立

22日（1884年）

フランス･パリで「自由
の女神像」が完成。翌
年、像は214個に分解
され米国・ニューヨー
クへ。

「自由の女神」
が完成

25日（1889年）

山陽鉄道の京都～三
田尻（現：防府）間の急
行列車に日本初の食
堂車が登場。メニュー
は洋食のみ。

日本発の
食堂車が登場

26日（2011年）

ユネスコの歴史的記
録遺産をデジタル技
術で保存する「世界
の記憶」に山本作兵
衛の作品が登録。

「世界の記憶」に
日本で初登録

5日（2012年）

北海道の泊原子力発
電所の3号機が発電
を停止。日本国内の原
子力発電所の稼働基
数がゼロに。

原発の稼働
基数がゼロに

6日（2005年）

日本のプロ野球で初
のセ・パ交流戦が開
幕。初の優勝チーム
は千葉ロッテマリーン
ズ。

セ・パ交流戦
開幕

11日（1970年）

登山家の植村直己が
松浦輝夫と共にエベ
レスト登頂に成功。日
本人初の登頂者とな
る。

エベレストに
日本人初登頂

12日（1964年）

東京12チャンネル（現
テレビ東京）が開局。
当初は民放ながら広
告を流さない放送局
であった。

テレビ東京が
開局

17日（1985年）

女性差別撤廃条約批
准に向けて制定され
た「男女雇用機会均
等法」が可決成立す
る。

「男女雇用機会
均等法」が成立

18日（1964年）

東京・新宿駅東口に
新宿民衆駅ビル「新
宿駅ビル」が完成。コ
インロッカーが初登
場。

コインロッカー
初登場

23日（1980年）

第23回カンヌ国際映
画祭で、黒沢明監督
の「影武者」がグラン
プリを受賞。主演は中
代達矢。

「影武者」が
グランプリ受賞

24日（1903年）

「神戸ゴルフ倶楽部」
がオープン。イギリス
人貿易商A.H.グルー
ムによって六甲山に
造られる。

日本発のゴルフ
場がオープン

29日（1928年）

鉄道省が民間と共同
開発した日本初の国
産電気自動車の試運
転が横浜で行われ
る。

日本発の
電気機関車誕生

30日（1966年）

「週間少年マガジン」
で「巨人の星」の連載
が始まる。TVアニメ
化もされスポ根ブー
ムに。

「巨人の星」
が連載開始

31日（1891年）

ロシアのモスクワか
らシベリア地帯を横
断してウラジオストッ
クに至る世界最長の
鉄道。

シベリア鉄道
の起工式

27日（1937年）

アメリカ西海岸のサ
ンフランシスコの金
門橋（ゴールデンゲー
ト・ブリッジ）が完成
する。

サンフランシスコ
の金門橋完成

28日（1967年）

イギリスの海洋冒険
家チェスターがヨット
で世界一周し、イギリ
スのプリマス湾に戻
る。

ヨットで
世界一周に成功

(８)  




